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第３回西成特区構想有識者座談会 議事録 

 

日 時 平成２４年７月９日（月）午後６時５分～午後９時５分 

場 所 西成区役所 ４階会議室 

 

○柴生課長 皆さん、大変長らくお待たせいたしております。 

 ただいまから、第３回の有識者座談会を開催させていただきます。 

 本日、司会させていただきます西成区役所総合企画担当課長、柴生でございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 本日、寺川委員は若干遅れて来られるということで、連絡が入っておりますので、ご了

承ください。 

 簡単に事務局から、今日ご参加の先生方をご紹介をさせていただきたいと存じます。 

 まず、座長の鈴木亘先生でございます。 

○鈴木座長 よろしくお願いします。 

○柴生課長 それから、副座長の水内俊雄先生でございます。 

○水内委員 よろしくお願いします。 

○柴生課長 それから、今日、メインでお話をいただきます阪南大学の松村先生でござい

ます。 

○松村委員 よろしくお願いします。 

○柴生課長 それから、水内先生の隣でございますけれども、釜ヶ崎のまち再生フォーラ

ムのありむらさんでございます。 

○ありむら委員 よろしくお願いします。 

○柴生課長 それから、大阪自彊館の織田さんでございます。 

○織田委員 よろしくお願いします。 

○柴生課長 それから、医療福祉ジャーナリストの原さんでございます。 

 それから、本日のゲストスピーカーということで、特別にお越しをいただいております

大阪府簡易宿所生活衛生同業組合理事長の山田理事長でございます。 

○山田理事長 山田でございます。 

○柴生課長 大阪市立大学の福原先生でございます。 

○福原委員 よろしくお願いします。 
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○柴生課長 以上のメンバーで本日、開催させていただきます。 

 それでは、鈴木座長、よろしくお願いいたします。 

○鈴木座長 ありがとうございます。それでは、今回、第３回から、具体的な個別テーマ

に入りまして、この有識者座談会の議論をしてまいりたいと思います。今日は、ちょっと

盛りだくさんでございますけれども、国際観光、観光振興策、ターミナル化、屋台村構想

について松村委員のほうから、ご報告をいただきまして、その後、いろいろ議論をしてま

いりたいというように思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 それでは、松村先生のほうにバトンタッチいたします。よろしくお願いいたします。 

○松村委員 ありがとうございます。 

 本日は、国際観光と観光振興策、ターミナル化、屋台村構想についてお話しさせていた

だきます。スライドを用意してきましたので、それを皆さんに見ていただきながら、お話

しさせていただきたいと思います。 

 それで、この有識者座談会という場は何かを調整するような場じゃないと伺っておりま

す。基本的に私個人の意見、個人の見解を述べさせていただきます。その辺もお含みいた

だいて、聞いていただければと思います。 

 ふだん、私は、阪南大学国際観光学部で教員をやっているんですけれども、新今宮、町

名でいうと、太子１丁目というところで、学生ボランティアと一緒に新今宮観光インフォ

メーションセンターというのを運営しています。 

 ご案内のように、太子１丁目を中心として、最近では外国人の旅行者がかなり訪れてい

まして、推計ですけれども、年間10万泊くらい入っていらっしゃいます。現に今日も私

は太子１丁目から来たんですけれども、隣にいてはる山田理事長のところのホテル中央セ

レーネのロビーにはコロンビア人の方が大勢いてました。話を伺うと、今、堺のほうでフ

リスビーの大会があって、そのコロンビア選手団が、ざっと四、五十名ですかね、このセ

レーネに泊ってらして、セレーネの隣のホテルにいくと、オランダ人の選手団が泊まって

いるような感じで、最近、ここ数日くらいは、新今宮にフリスビー選手団の外国人がたく

さんいてるという状況です。そういう中で、インフォメーションセンターをやっていまし

て、ふだんから、いわゆる外国人旅行者と最前線で接しているので、その辺の現場感覚を

踏まえながら、いろんな話をさせていただきたいと思います。 

 一応、タイトルは「国際観光振興・賑わい創出を中心としたあいりん地区の活性化につ

いて」ということでお話しさせていただきます。 
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 まず、最初にグランドデザイン大阪という構想についてふれさせていただきます。西成

特区構想のほうではこのグランドデザイン大阪を余り考慮してないと思うんですけれども、

西成特区構想はグランドデザイン大阪と連携すべきだと考えます。 

左のほうの図これが、あいりん地区ですね。環状線を越えると、その北側は浪速区で

すね。天王寺動物園は天王寺区で、その南側は阿倍野区という状況があります。通天閣が

ここにそびえ立っておりまして、こちらのほうにはたくさんの観光客が来ている。通天閣

のある浪速区から環状線を隔てて、ジャンジャン横丁の高架をくぐるとあいりん地区に入

るという形ですね。 

 スケールでいうと、これが300メートルのスケールなので、おおよそ、東西には800か、

900メートルくらいですね。南北にも、800か、900メートルくらいの形となっております。

次にこの右の図のほうがグランドデザイン大阪という構想なんですけれども、簡単にいい

ますと、なんば地域と天王寺・あべの地域がありまして、天王寺・あべの地域をつないじ

ゃおう、１つの空間として見ていこうという発想なんですね。この辺が、なんばHatchが

あるあたりで、その南側のここら辺が再開発の進んでいるあたりで、木津の卸売市場があ

るあたりですね。道頓堀はこちらにありまして、千日前があって、でんでんタウンが通っ

て、その１本裏がオタク通りと言われてます。こちら側には上町台地の寺町があって、四

天王寺さんがあって、動物園があって、ここに通天閣・新世界があって、あいりん地区は

それに隣接する形であります。あいりん地区のすぐ東側にはあべのハルカスとＱ’ｓＭＡ

ＬＬがあります。 

 グランドデザイン大阪はこの地域を一体化しようという発想でありまして、実はこの

Ｑ’ｓＭＡＬＬのあたりからずっとＬＲＴをミナミへ引っ張って、もし、本当に実現する

となると、観光遊覧ＬＲＴみたいになるかと思うんですけれども、路面電車を引っ張ると

いうことによって、ここを１つの地域としてプロデュースしていこうという話になってま

す。 

 それで、西成のにぎわいを創出するという観点でいいますと、間違いなくこういう流れ

があるかと思うんですね。なんば方面から西成のほうへお客さんに来ていただいて、通天

閣からこちらに来ていただく、それと、あべのハルカスから来ていただく。私のゼミでつ

くりました「新世界・西成食べ歩きマップ」というのがあるんですけれども、これなんか

まさに、新世界に来るお客さんに新世界と西成は近くて一体化しているということを、実

は分かっていただこうという発想でつくっているものなんですね。 
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 続けて、逆に、西成のほうからグランドデザイン大阪を考えていきますと、この地域が

実は外国人が非常に多い、町丁名でいうと、太子１丁目というところなんですけれども、

ここが事実上、国際ゲストハウス地域として、もう機能しています。外国人観光客が宿泊

して、滞在する拠点となっています。もう一つ、今回のお話でさせていただきたいのはこ

の地区ですね。ＪＲ新今宮駅と南海新今宮駅があるあたりを新今宮のターミナルとして整

備するというお話です。この二つの地域ができると、恐らくこういう流れが逆に出てくる

んです。新今宮のターミナルに客が集まって、新世界方面へ行く、なんば方面へ行く、外

国人がたくさん泊まっている太子１丁目から、ハルカスへと歩き、通天閣方面へ遊びにい

くという流れです。 

 実はこの右の図の空間スケールを観光地理学の立場でいうと、北京の天安門広場から故

宮博物館のあたりとほぼ同じくらいなんですね。 

 これが北京のグーグル画像ですが、これが故宮博物館でここに天安門広場があって、こ

こに前門のいわゆるショッピングストリートがあります。これと、天王寺からミナミまで

のこの地域が、全く同じ空間スケールすとんと、こう、落ちるんですね。北京に行かれた

方ならよくわかると思うんですけど、この辺は徒歩圏内なんですね。ここで別にタクシー

乗る人もいないし、いろいろと見どころがたくさんあるんで、ずっと歩いて行かれるわけ

です。ぐるぐると、半日、１日かけて。それでいうと、天王寺からミナミにかけてのこの

空間スケールというのは、充分歩いて回れる距離なんです。これが実は非常に大事なとこ

ろです。新今宮観光インフォメーションセンターに来る外国人旅行者にも尋ねられるので

すが、「なんばまで歩いていけるか」って。私たちは「歩いていけます」、「30分もあ

れば十分です」と答えます。途中におもしろいところいっぱいありますよ。でんでんタウ

ンを通っておもしろいし、黒門市場もありますし、オタクロードを通って、道具屋筋を抜

けてくれてもいいですし。天王寺からミナミへ行くルートは、実は、すごく魅力的なまち

歩きルートなんですね。これを一体的に考えないという手はないということです。 

 それでちょっと、テキストのほうの説明に移っていきますけれども、グランドデザイン

大阪というのが、ついこの前、府市統合本部のほうで了解を得られたようです。なんば・

天王寺だけでなくて、いろんな大阪城とか、中之島もの構想もあるんですけど、基本的に

僕らとかかわりのあるところで言えば、なんばから天王寺にかけてですね。これと、西成

特区構想というのは、やっぱり連携していくべきで、天王寺からミナミの地域が一体化し

ていて、西成区のこの地域が抜けるというのは、もうあり得ない話なんですね。むしろ、
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ここも含めて、三角公園のほうまで含めろとはいいません。新今宮のターミナル地区と、

外国人がたくさん宿泊している地区、せめてこの辺くらいは含めてもいいんやないかなと。

含めることによって、いろんな相乗効果があるんやないかと考えています。 

 それと、この辺は区の境界が交錯しているところなんですね。この地図でいうと、環状

線から北側が浪速区ですね。ここから上は中央区で、こちらが天王寺区、阿倍野区、西成

区ということになります。ちょうど、今、大阪が抱えている区政改革も絡む話なんですね。

新今宮駅をターミナル化するに当たっては絶対浪速区との連携が必要ですし、ＬＲＴ通す

に当たって、天王寺区やとか、阿倍野区との連携も必要になってくるということですね。 

 近い将来、こういうふうな大きなグランドデザインを進めていくに当たっては、多分、

まちづくりの推進協議会みたいなのをつくっていかなだめで、広域エリアマネジメントを

していかなだめやと思うんですね。 

 実は、天王寺あべのまちづくり研究会というのを、私が呼びかけて、最近、天王寺・あ

べの地区で立ち上げました。近鉄、南海、阪堺、ＪＲ、ハルカス、Ｑ’ｓＭＡＬＬなどに

入っていただいて、今動き始めています。これは天王寺・あべのの話をする場なので、基

本的に話題になるのは、この範囲だけなんですけれども、動物園も入っていただいていま

す。この天王寺・あべのの範囲で話をして、ある程度固めて、こちらの浪速区の通天閣あ

たりは今、100周年でいろいろな組織が立ち上がっているんで、こことすり合わせて、日

本橋やミナミの辺ともすり合わせて、１つのグランドデザインを描いていこうかという流

れになりつつあります。私は西成もこのグランドデザイン大阪に、将来的には絶対関わっ

ていくべきで、あいりん地区全体の話というよりも、むしろ、太子１丁目といわゆるター

ミナル機能が求められるここら辺ですね。その辺は連携して行くべきやと思ってます。 

 その際に、考えないかんことは、どういうふうな形で戦略にことを進めるのかというこ

とです。１つは太子１丁目を中心とする国際観光客の宿泊滞在拠点ですね。これは実は、

日本にそうないんです。外国人旅行者の集まる観光地はあっても、宿泊滞在する拠点とい

うのは実は日本には尐なくて、関西圏で考えられるのは、もう、あいりん地区しかない状

況です。外国人旅行者が周遊する起点ですね。日本のどこへ行くにしても、ここから始ま

るというところですね。大体、観光地は旅の終点なんですよ。この地域は旅の起点になる

ところなんで、いろんな仕掛けができるという、そういう意味ではポテンシャルがすごく

高い。 

あと、新今宮のターミナル機能の整備もとても重要で、これをやっていかなだめやと
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思っています。まあ言うたら、なんば、あべのから客を誘う仕組みや仕掛けが要るという

ことと、逆になんば、あべのへ客を送り出すというということ。先ほど出てきていました

このＬＲＴ構想ですね。天王寺からミナミへＬＲＴを新しくつくるとしても、阪堺線がも

う既に通天閣のすぐ西側まで通ってますんで、それを当然結合するという話も出てくると

思います。 

 ＬＲＴでうまいこと、西成も囲うような形で天王寺からミナミへのループが描けたら、

これは、画期的な観光周遊ルートですね。すごくのんびりとＬＲＴで遊覧できるようなも

のになると、魅力のある地域をつなぐだけに観光という点からは、お客が呼べるものにな

ると思います。それと、新今宮のターミナル化で欠かせないのが、フェスティバルゲート

の跡地問題です。これは、大阪市が頭を悩ませているやつなんですけれども、これも、後

で触れます。 

全体的な西成特区構想からいうと、１つのキーワードは集い、憩うという話があると

思うんですね。コレクティブタウンにしてもそうで、日雇い労働者が集い、生活保護のお

っちゃんも一緒に過ごしていくという、そういう意味でいうと、その中に外国人とか、国

内観光客がその中に入れてもいいんやないかなというのが、全体的な構想の中での位置付

けですね。 

 それと、もう一つ、西成特区という、特区という名前がついてますので、ここで大事な

んは、特区らしいことをやっぱり考えていかなあかんということです。あいりん地区の地

域課題を解決することの中から、解決を見出したら、それを他地域へ応用できるような変

革の手法であるとか、制度の構築であるとか、多分生活保護の問題なんかそういう発信が

できると思うんですけれども、観光開発でも実はできると思ってます。そういうふうなも

のを模索していって、言うたら、西成モデルといいますか、西成ではこうやっていろんな

ものを解決していったというのを確立して、それを特区ならではの試みとして位置づけて

発信していくべきやと思います。考え方とすれば、こうなったらええのになというのは皆

さん思っているわけですね。この有識者座談会のメンバーは皆さん、非常に現場のことを

ご存じなんで、現場のここはこう変わればこうなるのにというのをいっぱい持っていると

思います。ですけれども、いろいろな市やとか、府やとか、区の規制があったり、いろん

なお金の使い方が難しかったり、そんなんで、いわゆる、何かこうやったらいいのになと

いうのがあってもなかなかできない、そういうのを片っ端から出していって、みんな、し

らみつぶしにつぶしていって、それで、そっから、他の地域へ応用できるものは、発信し
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ていったらいいんじゃないかなという気がしてます。 

 続けて、私の認識なんですけれども、あいりん地区とよく言われますけれども、私の感

じではもうかなり地域機能が分化しているというイメージがあります。特に急激な地域機

能の分化というのは、1990年代の後半から始まったと思うんですけれども、それに伴っ

て、地域の課題も本当に多様化しています。 

例えば、この山王１丁目、２丁目ですね。このあたりの問題というのは何かというと、

労働者が泊まっていることは、もうほぼないです。外国人の観光客も、若干、ゲストハウ

スがあるんで、泊まっているんですけれども、基本的にはない。この地域で何が課題かと

いうと、やっぱり老朽化した木造低層の住宅が密集していることなんですね。だから、こ

こに関していうと、地域の課題は居住の問題なんです。だから、やっぱり防災をどうする

のかとかが大切です。それともう１つ、この地域を学生と一緒に歩くとよく言われるんで

すけれども、大阪出身でないやつでも、何か懐かしい感じがするというんですね。絶対知

らんはずやのに、懐かしいと思う風景が残っているんで、そういう意味でいうと、日本人

のイメージの中の生活原風景みたいなんがある。そういうのを保存したり、また、新しい

住まい方を提案したり、これは寺川先生にお願いせなだめなんですけども、そういうふう

なところですね。 

 それと、観光の側面からいくと、コミュニティ・ベースド・ツーリズムというのがある

んですけども、まあいうたら、生活している人と一緒に生活を見るみたいなツーリズムが

あります。これは大阪府のほうでやっていたんですかね。エコミュージアムという概念が

あって、いわば下町体験野外博物館みたいな、別に何か、ほんまに箱ものの博物館をつく

るんやなくて、街なかでそういうのを体験できるというもの、それと、大阪市がやってい

るＨＯＰＥゾーンという景観修復事業なんかとこれをうまいこと組み合わせて、ここでコ

ミュニティ・ツーリズムみたいなのができたらいいなと思っています。そうしたツアーで

生まれたお金が地元に還元できるような仕組みができれば、いろんな意味で回っていき始

めるかなという気がしています。 

 それと、例えば、山王３丁目という地区があるんですけれども、ここはむしろ飛田とい

う名前で通っているかと思うんですけれども、ここは山王１丁目、２丁目とは違う文脈で

動いている地域ですね。それと、太子１丁目、ここは今回お話しする外国人旅行者の宿泊

滞在が多い地区です。それと、この太子２丁目と天下茶屋北１丁目というのも、実はこれ

は地区的にはもう、老朽化したところが多いく、外国人旅行者も余り踏み込んでいないと



－8－ 

いうところですね。 

萩之茶屋１丁目はここにセンターがございますので、日雇い労働市場が残る地域で、

生活保護受給者も比較的多いというところですが、このあたりに何軒か外国人を受け入れ

ているホテルもあります。あと、萩之茶屋２丁目に関していうと、ここは簡宿もあるんで

すけども、福祉マンションもあって、簡宿、福祉マンション、簡宿、福祉マンションみた

いな、そういうふうに混在している地域ですね。現役の労働者が比較的たくさん泊まられ

ているのは、多分、このあたりやと思います。このあたりか、太子１丁目の南側あたりが

現役の労働者が泊まっていらっしゃるところ。それと、萩之茶屋３丁目は、ここに三角公

園がありまして、実は後でいいますけども、簡宿はもうありません。ほとんどはもう福祉

マンションに転業していて、まだ、深刻な野宿問題ほか、いろいろな問題、非合法のカジ

ノがあったりとかいう問題を抱えているところですね。 

 私が言いたいのは何かというと、このように地域の機能がもう既に異なってきてますの

で、地域によって将来の戦略や政策も当然異なっていくべきであろうということです。 

 私が学生たちと活動しているのは、この太子１丁目なんですけれども、萩之茶屋で活動

していらっしゃる方は、多分私たちの活動のことを全くご存じないと思います。それだけ

実態として事実上、地域機能が分化しているということですね。もはや、「あいりん地区

は」というような一般論で、絶対この地域は語れません。私はそういう印象を強く持って

います。 

 それで、この有識者座談会のメンバーを見ていると、太子1丁目から山王へかけての地

域を語るのは多分私だけではないのか、と思います。私以外の皆さんは、地域でいうと、

萩之茶屋を中心とする大体この辺のことに詳しい方々なんですね。生活保護の問題に関し

ては、地域を超えてもっと汎用性がある話だと思いますが。 

 今回、私のほうから提案させていただくお話は、おおよそこの３つの地域、つまり太子

1丁目の大阪国際ゲストハウス地域、JR新今宮駅から南海新今宮駅にかけての新今宮ター

ミナル地域、山王1丁目から2丁目にかけての地域です。パワーポイントの図では、この

辺、センターまで入れていますけれども、別にセンター全体をどうこうしようという訳じ

ゃなくて、新今宮ターミナル地域を考える中で、センターをどうするのかという問題も考

えていこうということです。萩之茶屋小学校はとりあえず私のほうでは、全くふれません。

ターミナルというとあくまでもこのあたり、JR新今宮駅と南海新今宮駅あたりが話題の

中心です。 
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 あと、この地域には線状に走る重要なところがありまして、たとえば、この大通り、幹

線道路ですね、それと地元の商店街、動物園前１番街、２番街、こちらの萩之茶屋や今池

本通りの商店街。それに加えてこの堺筋と、旧紀州街道でもあるこの釜ヶ崎の銀座通りで

すね。こうした商店街や大通りも、観光振興という点からはとても重要になります。 

 まず最初に、どうしてもやっとかなあかんというのが、一応、名前は仮称としています

が，大阪国際ゲストハウス地域です。この地域を、ネーミング、ゾーニング、プランニン

グ、プロモーションするということを言ってますけど、要は名前をつけて、線を引っ張っ

て、ちゃんと計画立てて、みんなで宣伝しましょうという話なんですね。 

名づけというのは、実はとても大事で、「あいりん」という名前ができたからあいり

ん体制ができたようなもんで、名付けは非常に大事なことだと認識しています。次に位置

づけとして大事なのは、最近の傾向では、外国人だけやなくて、国内の観光客もこの地域

にはすごく増えています。だから、国内外からの来訪者向けの宿泊滞在拠点というところ、

つまり観光地やなくて、宿泊滞在拠点という位置づけが大切です。それと、名前に関して

なんですけれども、実は、簡宿組合の中に大阪国際ゲストハウス地域創出委員会、通称Ｏ

ＩＧ委員会というものをすでに立ち上げて、今までずっと活動してきました。だから、一

応仮称でこういう名前をつけてるんですけども、これは、固有名詞でないわけですね。単

語の合わせ技なんですね。大阪、インターナショナル、ゲストハウス、エリアと一般的な

単語をつけてるだけなんで、本来は、やはり固有名詞のほうがいいんですね。私たちがや

っている新今宮観光インフォメーションセンターは、このあたりにあるんですけれども、

そこは戦略的に「新今宮」という地名を選びました。なかなか「釜ヶ崎」観光インフォメ

ーションセンターというのもあり得ない話やし、「あいりん」というのもおかしい、「西

成」もおかしい。やっぱりこの辺はターミナルということもあり、JRも南海も新今宮駅

と名付けているので、やはり新今宮が一番通りがいいやろうということで、観光客向けに

「新今宮」という言葉を使ったんですね。 

 タイのバンコクにカオサンというバックパッカーが集まる街があるんですが、ここは決

してタイ国際ゲストハウス地域と言うてるわけやなくて、あれは「カオサン」という地名

で通っています。この地域もブランド化するんやったら、何か１つの地名でいったほうが

ええ、私は「太子」でもええかと思います。 

 それと、ゾーニングとプランニング、線引きと計画というのは、これがやっぱり必要で、

このイメージ図でいうと、まず、面と線と当然幾つかの点があるわけですね。これが大事
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で、点から線へ、線から面へという、これはべたな都市計画の話です。それで、大事なの

は、線沿いですね。例えば、堺筋沿い、幹線道路沿い。あと、この面の中は、できれば、

特定産業の立地を促進するような政策的な誘導、立地誘導がやっぱり必要になってくると

思いますね。こういう産業がきてほしい、こういう産業はきていらん、きていらんという

たら問題かもしれませんが、こういう産業を呼び込みたいという、積極的な言い方でする

と、それが実は大事ですね。それともうひとつ大事なのは、点を、一つ一つの点をやっぱ

り強化する必要があります。その点を強化する。点というのは例えば簡易宿所なんですけ

れども、簡易宿所にお客さんが入っていないにもかかわらず、なかなか労働者向けの簡易

宿所から変われず、外国人を受け入れられないと、そういうところに対してはできれば、

変容を促すような助成制度というのがやっぱり要るんかなと思います。ある方向へ誘導し

ていくという意味では。 

 それと、あとプロモーションなんですけども、名前をつけて、例えば、ここが新今宮エ

リアというふうになって、それが例えば、大阪市の施策であるとか、公的発信、もしくは、

対外的な発信のところで、新今宮ホテル街みたいな感じで使っていただくと、それ自身が

宣伝となって、信用を生むということになります。そのネーミングを利用していくことに

よって、集客効果も高まると思います。それだけで絶対高まると思う。例えば、国内のご

年配の観光客の方なんかやと、いまだにやっぱり、西成、あいりんというと、差別がすご

くあって、偏見もあるところです。それを例えば新今宮ということで、別の方向から打ち

出ていくと、インパクトはあるんかなという気はしています。 

 それと、これも、前々からいろんなところに働きかけてはいるんですけれども、なかな

かできてないことがあって、要は地域の中での標識や看板のたぐいの多言語化ということ

です。これが、なかなか実はできないんですね。 

 以前に何回も隣にいる簡宿組合理事長の山田さんと一緒に、あちこちへ標識や看板を設

置して欲しいと陳情しに行ったことがあります。ややこしいのは、その道路が府道ならば

府へ行け、市道ならば市へ行け、信号のところならばそれは警察、ここは消防とか、強烈

な縦割り行政でたらい回しにされました。それを地域で私たちみたいにボランティア活動

やっている人間に、全部個別に交渉しに行けっていうんですね。本当にやめてくださいよ

と叫びたくなりました。看板１枚立てるのでもとにかく大変なんです。府市統合という意

味では、一番わかりやすく、道路に１つか２つでもええんですけれども、その府市統合の

象徴となるような看板をぼんと立てて、ここは本来、こことここに話を通さなあかんねん
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けども、府市が連携してるからすぐ話がうまくいったみたいな、何かそういう小さな成功

事例を積んでいかなあかんと思います。細かい話でいうと。それができると、逆にあの西

成が変わっていってるな、あいりんが変わっていってるなというのを、打ち出せます。こ

ういう話を西成発信で、当然西成の中でも進めていきながら、大阪市政にも働きかけてい

くというのが必要やと思います。 

 続けて、次に、集客の核となる簡易宿所の現状をちょっとお話しさせていただきます。

実は大阪市全域に簡易宿所と呼ばれるのは105軒あります。この105軒、大分内容は変わ

ってきてて、2011年の統計なんですけれども、20年前とは大分様相が変わってます。20

年ほど前のいわゆる簡宿の全盛期というのは二百数十軒あって、ほとんどがこのあいりん

地区にあったんですね。あいりん地区と違うところにあるものならば、例えば長居公園の

ユースホステルなんかも簡易宿所やし、カプセルホテルも簡易宿所に入っているんです。 

この105軒のうち、現在、65軒があいりん地区内に分布しています。簡宿免許を持って

いるところですね。簡易宿所から福祉マンションに変わると、基本的に簡宿免許は放棄せ

なだめなんです。結局残っているのは65軒だけなんですね。あいりん地区で簡宿が減っ

た原因はわかりやすく、福祉マンションがふえて、簡宿免許を放棄した結果です。あと、

2009年の夏からなんですけれども、簡宿免許はそのまま保持しながら、福祉を受け入れ

るという、福祉併用型の簡宿というのが認可されるようになりました。 

とはいえ、もう65軒しか残ってなくて、地域の収容定員を西成区役所にお願いして調

べていただいたんですけれども、１日大体5,300室なんですね。これがフルに埋まったら、

あり得ない話ですけれども、フルに埋まったら、約200万弱になります。年間に200万弱

の人間を収容できるということです。1日のキャパが5,300室あるわけですね。そこで労

働者が大体どれくらいいるのかというと、これはありむらさんに聞いたらいいんですけど、

今では2,000から3,000くらい動いてると思うんですね。2,000から3,000とすると大体年

間の宿泊需要が70万泊から100万泊なんですね。現在、外国人と国内の観光客がどのくら

いあいりん地区に入っているかというと、大体、外国人が10万くらいで、国内観光客が

40万くらいですね。実はこの観光客の宿泊が倍増しても、収容能力という点からは、ま

だまだ、現時点では余裕があるんですね。だから、よく、外国人がふえると、労働者が追

い出されるというけれども、そんなことは、別になくて、がらがらのところがいっぱいあ

るんで、空いているその部屋が全部埋まれば、倍増というのはそんなに難しい問題ではな

い。 
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次にもう一つ重要な点なんですけれども、この簡宿に関しても、地域機能が分化して

て、これを見ていただくとわかるんですけども、実は簡宿が残ってるところというのは、

太子１丁目の24軒、それと萩之茶屋１丁目の20軒、それと、萩之茶屋２丁目の18軒です。

あとの地域には、もう簡宿はないんですね。萩之茶屋3丁目に簡宿が２軒ありますけど、

このうち１軒は事実上廃業状態で、もう一つのほうも非常に規模がちっちゃい。山王3丁

目の飛田のあたりにも2軒ありますが、こちらも規模が小さい。 

実は簡宿が生き残っている地域というのは、太子1丁目、萩之茶屋1丁目、萩之茶屋2丁

目というこの地区に限られてます。この地区というても、まんべんなくあるわけやなくて、

主にこの大通り沿いにあるんですね。大通り沿いに。ただし、ちょっと問題なのは、簡宿、

福祉マンション、簡宿、福祉マンション、福祉マンション、という具合に続いていて、簡

宿と福祉マンションが混在しているのも事実です。もともとは簡宿１色やったのが、福祉

マンションがふえてきたことによって、簡宿と福祉マンションが複雑に混在しているとい

う状況があります。太子１丁目のこの辺に関しても、太子１丁目の一番外国人を集めてい

るこのあたりに関しても、状況は同じです。やっぱり、福祉マンションの間に簡宿があっ

たり、簡宿の間に福祉マンションがあったりという、混在状況は変わりません。けども、

１つ言えるのは、もう萩之茶屋３丁目には事実上簡宿はないんですね。簡宿がないんで、

観光振興という点からは入り込む余地がないため、余り考えなくてもいいというところで

すね。 

 それと、簡宿の３層化ということを私は言ってます。１つは外国人を受け入れて、それ

でうまいこと成功して、それを起爆剤として国内の観光客も入ってきて、事実上、簡宿か

ら国際ゲストハウスに転業して成功しているというところです。これが、10軒くらいあ

るんかなという感じがしてます。二つ目としては、実はまだ元気な簡宿というのもたくさ

んあって、稼働率が80、90％いくような簡宿も実はまだあります。それは別に外国人と

か、国内観光客が来ているんやなくて、労働者が泊まられてるというところがまだありま

す。そういう形で現状維持しているところが20軒くらいあるんやろなという感じです。

あと最後に、立ちすくむと書いてますけども、どないしてええかわからんようになってる

簡宿が30軒くらいある。この生き残った60軒の内訳は何となく、そんな感じやと思うん

ですね。福祉マンションにいこうかな、このまま放っとこうかな、もうとりあえず、私ら

が生きている間はこの簡宿をやっとくけども、もう死んでもうたら、どないなるかわから

へんなみたいなところがあるんですね。それと、あともう一つ大事なのは、すでに立ち枯
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れているところがたくさんある点です。実は外国人を受け入れている太子1丁目にもあり

ます。元気な地域でも、簡宿の建物が廃業状態でそのまま残っている。廃墟と化している。

もしくは、その跡地が駐車場になって、ぽこんとあいてるというのが、この大通り沿いと

かにも割とあるんですね。それが現状です。 

 次の図、ここに打ってある点は、かなりリアルなんですけど、国際ゲストハウス地域と

いう面ですね、それと、点と線の話をしたいと思います。赤色の星印がいわゆる元気なと

ころ、外国人を受け入れている元気なところ、黄色の丸印は外国人受け入れんでも元気な

ところ、あと、青色の三角印は今後どうしようかなと思てるようなところ、実はここの黄

色と青色の差っていうのは、実はすごく微妙でつけにくく、もっと内実に踏み込まなだめ

なんですけれども、現状でいうと、こんな感じですね。 

それで、この地域に限定して考えると、国際ゲストハウスが10軒、すでに外国人をた

くさん受け入れてはるんですけれども、当然のことながら、こうしたところのサービスも

洗練してかなあかんし、充実させていかなあかんいうことで、例えば、大阪集客プラン事

業みたいに、上限100万円、半額助成くらいで、1,000万円くらい予算つける。これを利

用するのかせえへんかは別にして、100万円でできる仕事って大したことないと思うんで

すけれども、こういう方向に行くんやよというのを、何か示すということが大事な気がし

ます。それと、今、現状維持している簡宿があるんですけれども、これには基本的に将来

的にいうと、日雇い労働者の数が激増していくというようなことはもう考えにくい状況や

と思うんですね。減っていくことを頭の中に入れながらすると、どうしても、国際ゲスト

ハウス化して、外国人も受け入れて、国内の観光客も受け入れていくということですね。

後で山田理事長からも、説明していただいてもいいかと思うんですけれども、簡宿の経営

とゲストハウスの経営って全く違うんですね。もう全然違います。例えば、簡宿というの

は基本的にセンターで求職される労働者の方が泊まられているので、フロントがあくのは

朝の３時くらいから８時くらいまでですね。その間はフロントをあけていて、労働者が早

朝に簡宿を出てセンターへ求職に行かれるわけですね。それが終わると、ピシャッとフロ

ントのシャッターが閉まるわけですね。フロントが再びあくのが、労働者の方が帰ってこ

られる夕方の４時から５時くらいなんですね。それで10時くらいになると、またピシャ

ッと閉めるわけですね。こんなところになかなか観光客は泊まれません。その経営を根本

から変えようとするのは、非常に勇気が要ることなんです。それはなかなか容易にはいか

ないのが現状なんで、それを何か、やっぱり、変えていく方向を示す必要があるかと思い
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ます。 

 それと、簡宿の経営を変えていくときに、やっぱり何らかの目標設定があって、これが

規制になると嫌なんですけれども、例えば、観光客を受け入れますよ、外国人も受け入れ

ますよとなってくると、例えば、フロントをあけるのを24時間とまではいいませんけれ

ども、昼間もあけてくださいとか、あと、コミュニティスペースをつくってくださいとか、

シャワールームくらいつくりましょうよとか、何がしかの基準を設けて、それを目標にし

てみんなで進みましょうというのが、いいのではないでしょうか。そういう目標に向けた

ハードとか、ソフトの改善、そっちに何か補助を出すみたいな形で20軒なんで、100万円

上限で半額補助の2,000万円くらいですか。 

 次の３つ目の大きな問題は、立ちすくんでいる簡宿というのがやっぱりあるわけですね。

これは何かというと、私の知っているところでは例えば、簡宿の名義がおばあさんの名義

になってて、おばあさんがもう高齢化されていて、そこを経営されてる方がどうしようか

なと悩まれている。おばあさんが亡くなったら、相続せなあかんねんけど、兄弟がたくさ

んいるし、どないしたらええかわからん。そういう状況の中では、なかなか投資できない

みたいな話があって、複雑な問題が絡んでいます。そんなところがいっぱいあるんですけ

れども、そういうところは例えば、簡宿免許交付を特区限定で規制緩和をしていくことな

んかが、できたらいいんじゃないかなと思います。簡単にいうと、かつての規制に近い状

態での新築を認めるみたいな、そうすれば例えば、不動産価値もかなり上がると思うんで

すね。そうなれば、投資しようかという人間が出てくる。 

簡宿って、とにかく規制が厳しいんですね。できたときの簡宿の規制と今の規制が全

く違っていて、山王１丁目、２丁目にある長屋もできた時は何の違法性もないけども、現

在の建築基準法で見るともう全部アウト、アウト、アウトで、既存不適格建造物になって

いる。あの状況と全く一緒で、簡宿もできたときには何の問題もなかったけども、そこか

らどんどん規制がきつくなって、今の姿は違法状態というか、適合性に欠けるいうことで、

もういっぺん建て直せない。建て直すんやったら、こういう基準でというのが、すごく、

複雑になってたり、厳しくなってる状況あるんで、それで立ちすくむんですね。 

 だから、実は山王地区あたりの老朽化した住宅を建て直せないという問題と、簡宿が立

ち枯れていくという問題は、構造的には一緒です。規制に絡めとられていて、どなしよう

もなくなっているんです。 

 一般的なホテル経営の場合ですと、不動産の所有と、ホテルの経営と、ホテルの運営の
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分離が可能になり、再投資や経営の改善が促進されます。ところが、一般的なホテル経営

ではよくあるんですけれども、不動産を持っていらっしゃる方とホテルを運営されてる方

が別々というのはよくあるわけですね。リーガルロイヤルとか、ああいう有名なホテル、

大体外資系はそうなんですけれども、ホテルはだれかオーナーが持っていて、運営は運営

会社がいて、ホテルのブランドを利用して経営しているわけです。けど、こうしたことが、

実は簡宿ではなかなかしにくいんですね。もしやるならば、所有権ごと買い取れみたいな

話になってきて、そんな重たいことできませんよというのがあるんですね。 

 それと、立ち枯れているところや跡地の問題なんですけども、これは非常に大胆な提案

なんですけれども、例えば、時計を三、四十年前まで戻して、そこがもともと簡宿やった

とこは、同じ基準で建てられるようにしたら、簡宿街がもう一遍、再生するのかなという

気がします。立ち枯れした簡宿やその跡地利用で、かつての基準で簡宿免許を再交付でき

るようになると、また簡宿が建つわけです。簡宿の１つの大きな特徴は部屋が狭いという

ことがあるんですけれども、これが、立ち枯れて、例えば、駐車場になると、車がわずか

５台か６台くらいしかとめられない状況になるわけですね。敷地面積がとても狭いので。

それは実は地域とすると、何かすごい使い勝手の悪い、死にスペースができていくという

形になります。かつての状況に戻そうとすると、こういうふうな特例措置がなかったら、

なかなか戻れへんのと違うかなという気がしています。これも、別に全部が全部を戻せと

はいいません。ゾーニングして、例えば、この中だけはそういうふうにもとに戻していき

ましょうよという発想です。そのくらいの何か大胆さがなかったら、無理なんちゃうかな、

時計戻すくらいの。 

 次にゲストハウス地域創出への潮流づくりについて話を進めて行きます。ゲストハウス

地域づくりへの潮流という話でいくと、まず、地域全体としての集客機能を強化していか

なだめなんですね。簡宿へは泊まりにくるんですけれども、そのまわりがおもしろくない

と、なかなか相乗効果がない。商店街のことはまた別のところでも話しますが、地元商店

街がやっぱりもうちょっと元気になってもらわないと困るんですね。そうするためにはや

っぱりちゃんとエリアマネジメントをして、イメージ戦略を組んでいかなあかんと思うん

です。 

 日本の商店街の中でもいくつか元気に再生しているところあるんですけれども、例えば、

この動物園前１番街とか、２番街、この辺の商店街とかも、実はすごくいい味出してるん

ですね。すごくいい味を出しています。今の通天閣が何で成功しているかというと、昭和
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もどきと言うたら怒られますけれども、昭和リバイバルみたいなのがあって、それで売り

出しているところにあるんですね。ご案内のように、向こうに行くと昭和を新しく作って

いますね。古く見せて新しく作っているけど、こちらのほうはほんまにリアルな昭和の商

店街が残ってて、じゃりん子チエの世界がまだ何となく生きているという感じで、それを

利用せえへん手はないんですね。 

 日本各地にも、やっぱりそういう周回遅れで先頭に立ったような、優位性を持った商店

街というのが再生しているところ、いっぱいあるんで、あいりん地区の場合はそれがかな

り可能やし、これには勝算あるんです。個人的には。 

 それと、もう一つ、これも、さっきの立地誘導と同じなんですけれども、簡宿の再生と

同じで商店街の中でもやっぱり立地誘導していくべきで、空き店舗への特定業種の立地誘

導が大切になります。例えば動物園前１番街の商店街の中を想定すると、10店舗でいい

んで、何かあいてるところを確保して、そこに何でもええから、入ってというと、変な店

が入ってくるかもわからないですけど、こちらのほうである程度、業種を決めていって、

例えば、外国人向けにちゃんと健全にやってくれるバーであるとか、ブッキングオフィス

とか、両替屋さんとか、着地型のツアーやってくれるオフィスなんか、こういう業種を何

となく想定しといて、公的機関がうまいこと賃貸契約に介在して、保証して、不動産を動

かしやすくします。象徴的に10店舗、100万円補助くらいで、これで1,000万円くらいな

んですね。これを若者の例えば就労支援と絡めて、10店舗くらいいいのが集まると、そ

の点を線につなげていって、面にしていく。だから、この図でいうと、当然、コアになる

部分はこの面的なところなんですけれども、それをサポートする線が要るわけですね。そ

のサポートする線という位置づけで、商店街の整備にもぜひ乗り出していってほしいなと

思います。ハード面の整備というよりも、商店街の変容を促す助成ですね。 

 続けて、山王１丁目、２丁目の話なんですけれども、ここはもうエコミュージアム化し

ていくというのが、私はええんちゃうかなと思います。立地条件から見ると、宿泊拠点と

隣接しているという点が魅力的です。外国人が日に300人、400人おって、日本人の観光

客もその４倍くらいいてるような地区と隣接しているんで、ふらっと散歩に行くのにはえ

えところなんですね。そうしたまち歩きの収益がうまいこと地元に還元されるようなシス

テムができるのが理想ですね。山王に今、福寿荘というところがあって、そこに若いアー

ティストなんかが入ってるプロジェクトがあります。長屋の集合住宅をうまいこと使って

いる。藤子不二雄さんらのおったトキワ荘の現代版みたいなのをつくろうみたいな話があ
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るんですね。その他には、例えば、長屋空間を耐震防災モデル地区に改善するみたいな、

長屋の空間を残しながらも、中をがちがちにガンダムみたいに変えてしもうて、それを長

屋空間の防災モデルとしてみんなで見にいくみたいなんもありかと思います。山王では生

活空間をめぐるようなツアーが成り立ったらええなあという感じなんですね。これには当

然、住民の理解が要るわけですけれども、ちゃんと、収益を地域に還元するシステムがあ

って、その地域の人間に迷惑かからんような、プログラムを組めば問題はないわけですね。 

 そういう形でやっていくと、地域的にはあべの・天王寺からも山王や太子へおりてきま

す。新世界からも来訪者がふえ、宿泊施設が近いのでそこからも来る、そうした可能性が

あるかなということですね。 

 特に太子１丁目あたりに滞在している外国人に関して言いますと、本当、日本人の日常

生活を見たがりはります。特徴としては、長期滞在しているんで、大阪城とか、ミナミと

か、ベタな観光地へ行くと1日、2日で飽きるんです。そこからもう一歩踏み込んで、日

本人はいったい何を食うてんのかなとか、どんなところに住んでんのかなとか、そういう

ことに関心が向かいます。そのような感じからすると、この地域の中で一番生活色が出て

いるのは、この山王地域なんです。この山王地域で、日本人の生活風景みたいなのが見ら

れたらいいんちゃうかなというのは、観光学を学ぶ人間からの提案です。 

 そのほかにすぐできそうなことなんですけども、例えば、簡宿でも横のつながりが余り

ないことがあるんで、先進的なゲストハウスの見学会とか、勉強会とかをすればいいと思

います。あと、サバイバル外国語をスタッフがしゃべられへんかったら困るいうことから、

それを学ぶ機会を設けるのもありで、フロントで使う指さしマニュアルなんかもあれば便

利だと思います。簡宿からゲストハウスへの転換を促すという意味では、それをアドバイ

スする経営改善コンサルタントがいてもいいでしょう。ただし、逆に、コンサルタントが

教えてもらわなあかんかもわかりませんけど。あと、楽天その他の宿泊予約サイトで集客

する方法、この辺もなかなかノウハウを知らない簡宿があるので、それを指導する人がお

ってもええかなと。もう一つ、これは私のところの学生が考えたことなんですけど、観光

系の大学やとか、専門学校が大阪にたくさんあります。お隣にいていらっしゃる山田さん

ところのゲストハウスなんかでは、フロントスタッフとしてインターンシップを受け入れ

られています。そうしたインターンシップを大量に受け入れておいて、大量といってもた

いしたことはない、二、三十人でいいんですけども、それをちゃんと鍛えてもろといて、

外国語対応できるフロントスタッフを育成しておくんです。それを人材バンクみたいにし
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て、外国人があふれる夏場や春先に限定して有償で派遣するというのもいい考えだと思い

ます。普段ならば、すでに外国人対応しているゲストハウスで大体収容できるんですけど

も、ハイシーズンになるとそこから漏れ落ちてくるわけです。東日本大震災の後もそうで

した。東日本大震災の後も、関東から外国人がどっと来て、いわゆる外国人対応している

ところがあふれて受け入れられなくなって、萩之茶屋１丁目や２丁目のホテルまで外国人

で埋まった時期がありました。そういうハイシーズンのときだけでも、外国人も受け入れ

てみようかなという簡宿に有償ボランティアで派遣する。簡単に言うたら、アルバイト派

遣ですね。そうすることで、簡宿からゲストハウスへと変わるような、何かきっかけづく

りになるんかなということですね。 

 あともう一つ、小さな仕事づくりでいうと、就労困難者や生活保護受給者の雇用創出で

いうと、要は客室の掃除ですね。これは、かつて、いろんな動きがあったみたいなんです

けど、私は、変に職業訓練だけするんやなくて、良質な客室清掃の請負会社を指定して、

そこへもう弟子入りしてもらい試用してもらう。それで、その仕事に向くのか、向かへん

か、試用期間を持って、向いていてうまいこといけそうならば正規採用という、職業訓練

のための職業訓練やなくて、アルバイトで雇って、そこから正規社員に持っていくみたい

な、そんなやり方のほうが効果的やと思います。客室の清掃っていうのは、プロの仕事な

んです。やっぱり、ちゃんと努力されている方々がやっていらっしゃるんで、なかなかそ

んな簡単にこなせるものやありません。逆にいうと、何人かを職業訓練をかねてバイトで

試用して、そこからちゃんとできそうな人を採用していくみたいなほうがええんかなと思

います。 

 それと、潮流づくりで早急に着手していかなあかんのは，先ほど言いました大阪国際ゲ

ストハウス地域創出委員会，OIGの拡大版をつくることやと思います。OIGの拡大版をつ

くって，そこを中心として，「外国客対応の見える化」というのを進めて行かなあかんと

思います。これは西成特区というよりも、太子１丁目、もしくはその周辺を巻き込んでの

一種の市民運動になるかと思います。拡大版ＯＩＧというのは何かというと、ＯＩＧとい

うのはもともと、簡易宿所の経営者を中心に結成されたもんなんですね。つまり、ゲスト

ハウス地域を創出しようという組織です。この組織は、国際ゲストハウスをつくるのが目

的ではなくて、それが存在して活かせる地域をつくろうというものです。だから、外国人

客を受け入れるという意思を持ったところに、もっと手を挙げてもらって、ＯＩＧのシー

ルをペタペタと張っていくということですね。例えば、料理屋さんですね。レストランな
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んかで外国人受け入れますよというところは、ＯＩＧのシールを張る。そこに行くと、頑

張ってとにかく、どの国の人が来ても対応してもらうということですね。それと、今、決

定的に欠けているのが、鉄道運輸事業者が、この辺のまちづくりに関わってくれてないと

いうことですね。そこが非常に大きな問題で、ＪＲの新今宮駅の、構内の表示を改善して

くださいと何遍も申し入れても、長い間、全然動いてくれなかった。ぜひ鉄道運輸事業者

もこっちに引っ張り込んできて、大きなところで話せなあかんなという気がしています。 

それと、これは多分浪速区のほうでも言われていると思うんですけれども、関空から

新今宮までの深夜の足がないのも課題のひとつです。ＬＣＣは、大体、夜の遅くに着くん

ですね。遅く着いて、例えば深夜12時くらいに関空につくと、どこへ行ったらええのと

いう話になるんですね。せめて、市街地まで、最後、最終便で、夜中の１時、２時くらい

に、ぽつんと１本だけでも走らせてくれたらいいんです。新今宮界隈のゲストハウスでも、

よくそういう問い合わせがあるみたいですね。深夜に宿直が起こされて、関空から外国人

が「どうしたらいいの」と聞いてくるようです。そんなニーズに対しては、やっぱり鉄道

運輸事業者の協力がないとできないということです。 

 それともうひとつ、羽田空港でもう先にやられてしもたんですけども、西成で前々から

やろうと思っていたことがあります。対応可能言語シールを張ることです。羽田空港では

この言語でなら対応できますというシールなんですけれども、西成では「対応する勇気が

あります」でええと思うんです。日本語でしゃべりかけられようが、英語でしゃべりかけ

られようが、フランス語でしゃべりかけられようが、とにかく頑張って答えますという、

何かそんなシールをみんな張っとくとええんちゃうかなと思います。これは実は切実な問

題で、個人の旅行者が、例えば、私たちの案内所にやって来られれば、それは当然安心し

て来られるんです。ところが、案内所の前で、地図を持って迷っているような人に声をか

けると、とても警戒されるんですね。当たり前です。皆さんも海外旅行へ行ったとき、全

く知らない人から声をかけられると、いい思い出があんまりないと思うんですね。変なも

の売りつけられたり、ずっとつきまとわれたり。それでいうと、旅行者の方が自分で人を

見つけて声かけるというのが、実はすごく大事なんです。ＪＲなんかは、早くこうした制

度を整備せいと私は言うんですけど、電車の運転手や車掌に旅行者が声をかけるのは本来

だめなんですよ。ところが誰に声をかけていいのかわからない、だから目に付いた人に声

をかけてしまう。だけど、声をかけられてもいい人が声かけてもいいですよとシールを張

っとけば、それ探して声をかけるはずです。でも、それを張ってないもんやから、運転手
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とか車掌とか、声をかけたらあかん人に声をかけて、電車がおくれるんですわ。ちゃんと

見える化しておけばええんですよね。 

 当然、鉄道事業者やホテル事業者も、あと商店もそやと思うんですけども、外国人対応

の「やる気ありまっせ」というものを張っておく。それ、まちぐるみでやると絶対話題に

なりますよ。後で水内先生に補足していただきたいと思いますが、阪堺線、チンチン電車

の観光資源化というのも大事です。それと、今年にも実現しそうなイベントということで、

最近、ありむらさんと一緒に動かそうか言うてるんですけども、新世界・西成エンターテ

イメントの発信というのを考えています。にぎわいづくりでいうと、この座談会ではアー

トということが言われていますが、アートは訳すと「芸術」なんですね。私が考えている

のは既存のエンターテイメントでどちらかというと、「芸能」のほうですね。一方的に演

者側が発信するんやなくて、観客に楽しんでもらおう、一緒に楽しもうというスタンスの

やつですね。これが日常的に楽しめるのは、新世界と西成やと私は常々思っています。こ

んなまち、ほんまにないです。最近私もわかってきたんですけど、新世界から西成にかけ

ては本当にエンターテイメントのワンダーランドですね。大衆演劇の小屋は新世界に２座

あり、西成には３座。これはいわゆる地方の温泉の宴会場でやっているような大衆演劇や

なしに、どれもちゃんとした芝居小屋です。５つとも。こんなところないです。ちなみに、

大衆演劇の小屋は大阪が一番多くて、13軒あるんですけれども、そのうちの５つが、実

はこの地域に集まっている。すごいですね。それと、動楽亭、桂ざこば師匠がやっていら

っしゃる動楽亭も、頑張って毎月１日から20日まで昼席をやっていらっしゃいます。通

天閣の真下の通天閣劇場は、土日と月曜日にやっていらっしゃいますね。面白い映画館も

幾つかあって、ほかでは見られないような懐かしい映画を見られるところあります。あと

紙芝居の問屋さんが天下茶屋でしたっけ、ありますね。紙芝居もありますし、チンドン屋

さんはあの林さんのところ、チンドン通信というのがあり、よく新世界から西成にかけて

のイベントで宣伝をしてはります。 

それと、最近特に注目しているのが西成ジャズ。西成ジャズは非常に頑張ってらして、

水曜日は難波屋、日曜日は成田屋、と定期的にライブをやっていらっしゃいます。こうい

うライブが観れる小さなお店が、すごくふえてきているんです。だから、日常的に大衆演

劇も見られるし、ライブも聞けるしという、とても貴重で珍しい場所なんですね。これを

うまいことコラボレーションなんかするとおもしろいなと思っています。大阪集客プラン

事業というのがあって、その募集がもうすぐ始まるんで、私たちで実行委員会をつくって、
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ジャズフェスティバルでもいいですし、エンターテーメントフェスティバルでもやれば、

絶対におもしろいと思うんですよ。ね、ありむらさんやりましょうよ。例えば、西成ジャ

ズを大衆演劇の小屋でやってもらったり、大フィルにジャズをやってもらったり、ジャズ

がクラシックの曲をやるとか、何かそんなコラボレーションもありかなということで、と

にかく、もう早急に動き始めています。 

私のつとめる阪南大学のほうでも、学生の有志を募って西成応援隊というのをつくりにか

かってて、学生ボランティアで西成を盛り上げようということをやってます。あと、ＮＩ

ＳＨＩＮＡＲＩ飲み歩きＭＡＰというのが何かというと、「新世界・西成 食べ歩き

MAP」をつくって、思ったんですけど、飲み歩きマップがあればいいなって思っています。

実は食べ歩きMAPをつくって、一番反響あったのが、居酒屋さんなんです。飲み屋さん、

西成の居酒屋さんは入りにくいところが多くて、東京から出張で来られた方なんかは、大

阪商工会議所と組んで作成したものやから、まあ、間違いないやろということで行かれる

ようです。一番反響があったんが、実は立ち飲み屋さんやったということで、飲み歩きマ

ップも要るなあと思っています。実のところはマップをつくれば簡単に人が来るようなも

のではなくて、ほんまはやっぱり飲み歩きツアーのようなものを造成するのが一番いいん

ですね。みんなで一緒に行って、最初の１回目くらいは連れて行ってもらいましょう。最

近はやりのバルってそういう発想なんですけど、あんまりふだん行ったことない人が、警

戒するのを、一歩目を踏み出さす。観光学の立場からいうと、そうしたツアーみたいなん

を採算ベースでつくったらええんかなと考えています。 

○鈴木座長 今日は実はたっぷり９時まで時間がありますので、どっか１回タイミングで

５分休憩か10分休憩をとろうと思ってます。それで、そういうことになりますと、７時

半くらいに一遍休憩とろうと思っているんですけども。 

○松村委員 ほな、ターミナルの話へいく前に１回休憩ですか。休憩の前に簡宿組合の山

田理事長のご意見を聞いておきましょう。 

○山田理事長 すみません。簡宿組合の山田でございます。 

 今、先生のほうからいろいろとお話がありました。今我々が思っているのは、西成区に

とって、観光というものはいろんな産業がある中でどなたにも迷惑かけない、例えば、ス

ーパーができたら商店街が迷惑かかるとか、そういう意味で、観光というお客さんを呼ん

でくることによって迷惑をかけないで、まちを活性化する一番いい方法かなというような

感じで、私自身、思っております。 
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 人を呼んできて街を活性化することしか、私どもはできませんので、それに対して、一

生懸命やりたいなと思って、この2000年から今2012年ですけれども、12年ほど頑張って

まいりました。今現在、先生もお話しされていましたように、外国人の宿泊者数が10万

人というような形です。大阪を訪れる外国人は年間150万人と言われておりますので、何

人に１人がここに来られているかという、15人に１人がこの地を訪れているということ

になります。シェアとしては６％、７％というくらいの確率というような形で、かなり大

きなシェアを持ったような形になってきております。 

 それに加えて、今、日本人の出張族の方、それから、観光の方、それから、若い女の方

のイベントの見学の方、すなわち、大阪城ホールでエグザイルがあるとか、スマップがあ

るとか、いうたときに、来られるというような形で、約30万人ほど来られております。

合計40万人というような形で太子地区、それから、萩之茶屋１丁目地区というような形

で動いております。先生の話ではいずれ、80万というような数字が出ておりました。現

状も40万というような数字が出ております。 

 その方が、１日に宿泊費含めて大体１万円くらい支出していただけるとしたら、大体、

40億円ですかね。そのくらいのお金が西成区に落ちてくるというような形になります。

そのうちの４分の１は簡宿の宿泊費なんですけれども、あとのは、どこかで食事をする、

どこかで食べ物を食べる、どっかで買い物をするような形の出費がなされていると思いま

す。それがどこでやられているのか、商店街であるならば、我々の近くの飛田本通り商店

街とか、いろんな商店街であるならば、一番うれしい話なんですが、そこを通り越して、

新世界のほうへ今行っているのが現状でございます。何とか西成区内でというような話、

それには商店街自身もやっぱり努力して変わらなければならない面があるだろうと、今ま

でどおりの経営ではちょっと無理かなというような気もせんでもないんですけども、その

うちの３軒、５軒でも、そういうような対応をしていただけるところがあれば、優先的に

そこを紹介する、先生の食べ歩きマップのように、そういうような紹介をする方法ができ

るんじゃないかなというような気がします。 

 それから、今までの簡宿が外国人対応のホテルにすぐ変われるかというと、そういう形

ではなかなか変われない。なぜなら、今まで労働者の皆さんを相手にしているところなん

で、畳の部屋である。畳の部屋やったら、どないしたらええねんて、やっぱり洋室の部屋

にしなければならない。便所にしても、和室の便所である。それはシャワートイレにしな

くちゃならない。ほんだら、お風呂はどないするねんいうたら、労働者向けの皆さんのお
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風呂ですから、１カ所しかない。女の人用、男の人用の２つないわけで、そしたら時間を

区切ってかえやなあかん、そんなことしてられへんなというたら、24時間のシャワーを

つけなければならない。いろんなことがハード面においても、それから、また、フロント

が英語をしゃべらなあかんとかいうような形、ソフト面においても、もちろん、パソコン

に堪能にならなきゃならない。いろんなハードルがあるんで、そう簡単に変わることがで

きない。ですけれども、それなりに努力をしてきた10軒、今のＯＩＧに参加していると

ころは、そういうような対応でだんだんと変わってきているということかと思います。 

 それから、今、滞在型の外国人だという、滞在型とはなんやねん、というような話にな

りますと、たとえば８月１日にＰＬの花火がある，おもしろいから行っておいでという話

をすると，その宿泊がそこまでのびるようなわけですね。 

 岸和田のだんじりがあるよ、ほんならそこまでちょっと我慢して延びよか、いや、東京

行って、またこっち戻ってこうか、というような形が滞在型であり、いろんな長期にわた

る原因かなというようなふうに考えております。 

 いろんなことがあるんですけれども、我々が望むのは行政の皆さんとかいろんな方にお

願いするのは、外国人が日本に訪れるときに持ってくるのが、ロンリープラネットという

本なんですね。必ず、ロンリープラネットという本を持ってくる。日本人がいうと、地球

の歩き方というような形になるわけですが、その本を持ってこられる。その本の中に西成

の新今宮地区というのを載せていただけたらもう、これはもう、それで、それだけで世界

に発信できるということなんです。その１行でも２行でも載れば、もうそれで、西成区の

新今宮地区というのが、もうこれで確保されて、皆そこへ寄ってくるわけです。 

 だから、そういう形が機能すれば、一番いいかなというようなふうに思っております。 

 とりとめのない話ですけれども、ざっと今、松村先生がおっしゃられた話のちょっと、

足らない部分という、私が感じている部分をお話しさせていただきました。 

○鈴木座長 どうもありがとうございました。 

 感激いたしました。もう、これだけ具体的で問題も課題もはっきりしていて、やること

もはっきりしていて、何で動かないんだろうというぐらい非常に明快だと思います。 

 それで、まず、ここからいろいろと何を西成特区として、していくべきかということに

ついて、議論をしたいんですが、30分くらい、これで議論をとりたいと思います。その

後、休憩をしまして、新今宮のターミナルの話ですとか、それから、屋台村の話なんかを

後半にやろうと思って、30分くらい議論をしたいと思います。どなたからでも構いませ
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んけれども、意見とか、コメントとかありましたら、お願いいたします。 

 私からちょっとよろしいですか。私、個人の意見としては、ここは規制緩和ももちろん

重要なんですけど、お金をがんとつけても、私はいいんじゃないかと思うんですね。中国

で言ったら、沿海部みたいな話で、何ていうか、もちろん、内陸部と沿岸部とあって、あ

いりんでも、南北問題みたいなありますけれども、どこか、どんどん、ぐいぐい引っ張っ

ていって、集客して、景気よくしていけば、どんどんこれについていきますので、規制緩

和とある程度、費用対効果というのをちゃんと計算して、見合うものであったら、投資を

するというような、行政も投資を支援するというようなことがあっていいんじゃないかと

いうふうに私は思うんです。 

 それで、まず、１つ、先ほどいろいろお話あって、いろいろ疑問があるんですけれども、

まず、立ち枯れていく、つまり、この地域の歩いてみるとわかるんですけど、すごく、先

進的で取り組んでいらっしゃるＯＩＧのものもあれば、本当に立ち枯れて、それで、立ち

枯れているところが、本当に隣にあったりするので、それが何でついてこないのかなとい

うふうに思っていたんですけれども、これはやっぱり簡宿の規制というのが大きな問題と

いう、さっきちょっとお話があったんですけれども、それというのは具体的に、三、四十

年前に戻すというところも、もう尐し具体的なお話いただきたいと思って、どういう規制

がどう災いしているのかというようなところを、ちょっとお話いただいてよろしいでしょ

うか。 

○松村委員 これは非常に難しい問題なんですけれども、簡宿営業というのは、基本的に

旅館業法というのが基本になっていて、要は宿泊部分を共用するというのが、基本的な定

義なんですよ。それで簡宿免許というのがおりています。ホテル営業の場合は、また別に

ホテル営業の規制があるんです。ところが事実上、宿泊部分を共用しているような簡宿は、

現在のあいりんには、もう存在しないんですね。いわゆるたこ部屋で、８人部屋、９人部

屋と押し込んでいる簡宿というのは、生活保護の収容保護施設くらいで、実際このまちに

はもうありません。 

ところが、現存する簡宿は当然のながら簡宿免許で営業されている訳です。そうした法律

の定義上簡宿でない簡宿が次に、例えば、何かの形で建物に手を入れたり変えようとする

と、もう簡宿免許はおりないわけです。だから、基本的にはホテル営業に変えないとダメ

なんですよ。ところが、ホテル営業となると、今度、また、ホテル営業のほうの規制があ

って、それは現存する簡宿の実態とは合致していません。結局のところ、ホテル営業に変
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えようとすると、多額の投資や労力が必要となるため、そんな力のないところが、もう立

ち枯れざるを得ないような状況になってしまうんです。 

○山田理事長 具体的に言わせていただきますと、今、簡宿免許をおろすに当たって、

100部屋あるならば、半分の50は必ず相部屋にせよ、すなわち２人以上の部屋にしなけれ

ばならないというような規制があります。 

 今までは１室でもよかったんですけれども、５年ほど前からそういうような形になりま

した。そうしますと、２人というのは、最低の人数で行政が考えているのは、５人、６人

というような形の部屋を想定しているような簡宿というような形になっております。 

 それが嫌ならというよりも、それが無理なら、ホテル営業にしなさいよと、ホテル営業

にすると、今まで4.9平米でよかったのが、7.4平米以上とか、そういうような形で部屋

の大きさも変わってくるというような形で、それなりの採算を合わすには、若干難しくな

ってくるのかなというような形です。だから今おっしゃられたように、簡宿として建てか

わることはちょっと難しいというようなところが具体的なところでございます。 

○松村委員 補足しますと、現在の大阪市の簡宿に関する条例では、要は、部屋数の半分

は多人数の共用でないとだめということなんですね。だから、100部屋あると50部屋は大

部屋にしてくださいということなんですね。この規制は、五、六年前に市の条例が改変さ

れて、そうした条項がどんと入ってきました。恐らく、西区のほうでラブホテル規制の問

題があって、ラブホテル規制を強化するときに、そのとばっちりを食らって簡宿のほうも

変えられたと私は認識しています。この延長で何がおこったのかというと、東京のほうで

ゲストハウスを経営されている方があいりんに視察に来られて、私が案内しました。実は

その方々はあいりんの中でゲストハウスを経営したがってはったんです。ところが、現在

の条例の基準でいうと、100室のうち50室は相部屋にせなあかんのですが、あいりん地域

の既存の簡宿のほとんどは、狭いながらも個室になっているんで、個室と相部屋比べると

圧倒的に個室のほうが便利なので、新たに参入して相部屋ばかりの簡宿をつくっても競争

力がないやろうと判断され、結局、断念しはりました。今さら、そんな先祖返りしたみた

いな、相部屋の多い簡宿をつくっても、この地域では客は入らへんし、値段をどこまで下

げなあかんのかというような話になるんで、結局のところあいりんへ進出するのをやめて、

京都に新しく簡宿を開業しはりました。つまり、あいりんは新たな投資のチャンスを条例

の規制で逃しているんです。その規制で。これが現実です。 

 だから、やっぱりその辺は大きな問題やと思いますね。 
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○鈴木座長 ありがとうございます。そうすると、あんまり、実は国とか、大きい話でな

くて、市の条例の改正の話なんですか。それなら何か出口があるかもしれないですね。府

でもなくて市なんですね。ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○委員 今の点でちょっと確認なんですが、それは要するに旅館業法とか、条例の扱いの

話であって、建築基準法とか、消防の問題ではないということでしょうか。何十年前に戻

すといいという話が、防火対策、火災のときの対策まで戻せみたいな話だったら、例えば、

いっぱい焼け死んでいいのか、そんな責任持てるのかということになってしまうんで。建

築基準法の既存不適格とかはよくありますけども、それを簡単に規制緩和するという話だ

と、やっぱり責任持てないなと思うんですけれど、どうなんでしょうか。 

○山田理事長 それはもう当然のことで、マル適対応のホテルでないとそれは無理だと思

います。現実に簡宿は昭和60年くらいから新しく、古くは昭和53年から始まりましたけ

れども、建てかわったんが昭和60年くらいからですけれども、すべてマル適をとってお

ります。現在、消防のほうでマル適というのは余り推奨しておりませんけれども、また、

消防署のほうも、適マークを交付するということで、ほとんどもう完璧に適マークをとれ

る状態ですので、持っている状態ですので、その辺はもちろん、法令遵守して、その上で

の話になるかと思います。 

○委員 もう１点お願いします。そのハード、ソフトの改善の助成ということを、松村委

員がおっしゃったんですけれども、コンサルティングとか、全体としての取り組みに助成

するというのは当然ありだと思うんです。商店街とか、エリアの改善とか、それぞれの経

営改善のためのアドバイスというような意味では。ただ、何か個別の宿泊施設等にまで、

特にハード面の助成というふうなことをやると、ちょっと抵抗があるんじゃないかなと思

う。１つは資本蓄積した分でできないのかということがありますし、今はいろいろ市民生

活面の予算を削っている中で、ちょっとどうなのかなということです。 

○山田理事長 松村先生はいろんな事例を考えて、それをあいりん地区にも当てはめよう

と考えられているかと思います。例えば、東京の台東区の例をここの地域に当てはめる。

台東区はそのような簡宿から、要するに、観光客を呼び込むとか、簡宿からアパートへか

わるとか、いろんな助成を現実に何年も前からしております。それを頭に、念頭に置いて

おっしゃられているのかと思いますけれども、簡宿としては、余りそういうことは考えて

おらないで、それよりも、どないかして、行政のほうでここを、西成を世界の西成いうん
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ですか、タイのカオサンのように、ここに外国人が集まっているんだと、安いホテルがあ

るんだとかいうような発信をしていただきたい。もう、それに尽きます。そういうことを

宣伝していく部分にお金をかけていただきたい。それによって、内外、日本はもちろん、

世界に向けて発信をしていただくのに、原資をつぎ込んでいただいたら、こっちがお客さ

ん来ていただいたら、我々だけではなしに、商店街も潤うし、まち全体も活性化してくる、

こういうふうに考えております。 

○松村委員 台東区の簡宿に対する助成は、台東区の担当者さんに聞くと、立ち枯れるよ

りはいいでしょうと、立ち枯れて、そのまま、もうどないしようもなくなるよりは、変革

を促すという意味で、助成をつけてますということをおっしゃっていました。このままや

ったらもうどないしようもないのがわかっているんで、変わってくださいという、そのた

めの助成という位置付けでした。実はここには上限100万円とか書いてますけど、こんな

ん１万円でもええんですよ。要はこっち側へ変われという方向性を示すだけでいいんです

よね。お金の問題では必ずしもないと私は思うんです。要はこのままやったらあかんでし

ょう。かわるならこっちですよ。こっちの方向へ動くんやったら、奨励しますよという発

想です。 

○鈴木座長 よく投資を呼び込む呼び水というのはありますけどね。政策投資銀行が貸し

出すと、ほかの銀行も貸し出すという話ありますけれども、何か大きな方針で行政がこの

方向でコーディネートしますと、その方向で何かころころ変わらずにいきますという姿勢

を見せるための助成金というくらいのもんという感じなんですかね。 

 ちなみに、台東区はどんくらい出しているんですか。ご存じですか。 

○松村委員 30万円でしたか、何かそんなもんでした。 

○山田理事長 そんなもんですね。 

○松村委員 要はトイレを改善するとか、風呂場の改善とか、そんなんです。 

○山田理事長 最高で2,000万円までいけますね。 

○松村委員 ああ、そうですか。ちょっと、私もその辺の具体的な数字は忘れましたが、

ともかく変革を促すための助成ということです。 

○鈴木座長 後は、ゾーニングの中で転換というか、だから、外でもやりたい人はこっち

来られるし、ちょっとやる気ない人はもう、ほかのところに、あるいは、貸し出すという

ような当然、だから、ゾーニングのための補助金というのは、多分、ガイド性というか、

非常にガイド効果が大きいので、それは行政としても多分あり得るんじゃないかと思いま
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す。 

○松村委員 それとあと、立地誘導ですね。立地誘導せなだめですね。やっぱり、いろん

なものが入ってきて、入ってくるのはええんですけども、全く関係のないものが入ってき

て、パッチワークみたいになってくると、やっぱり、ある意味やりにくい。この地域をど

う育てて行くかというある程度の方向性というのがあって、それに親和性の高い業種が入

ってくるような、何かそういうシステムを組んで行くべきやと思います。地域の全部が全

部そうすることないんですけども、本当に、ごく一部のそういうゾーニングしたところに

限って、そっちの方向性に向けて、動いてくださいよという助成のあり方はいいと思うん

ですよね。 

 いや、子育ての話でもそうでしょ。要はそういう世代が来てほしいから、それに向けて

まちづくりをして、いろんなものをつけていきましょうという話でしょう。ならば、この

地域は外国人、もしくは国内からの観光客が過ごしやすいような、滞在しやすいようなま

ちにしたいので、それに適合する業種やったら何か歓迎しますよという、その姿勢を何か

の形で見せるためのゾーニングやと思うんですね。 

○鈴木座長 都市経済なんかだと、ゾーニングする大きな意味は地価を上げるんですよね。

ゾーニングしてしまって、目的を決めてしまうと、そのエリアの地価が上がって、それで、

それを担保にして融資をして、投資を呼び込むということもできますし、売って、自分が

このゾーニングの目的に合わないと思ったら、売って外に出てくるということも推進され

るので、だから、何かそういう価値を上げるためのゾーニングというのは考え、寺川さん、

先生のほうがずっと専門ですよね。 

○委員 かなりわくわくする、案が、今回出てきているので、その辺は楽しみなんですけ

れども、実はまちの中でも、この地域の観光化の話はいわゆる魅力を上げるという意味で

いうと、かなりいろんな議論をされているんですね。 

 山田さんも言っておられるところなんですけれども。その一方で、例えば、この大阪国

際ゲストハウス地域としてイメージされているエリアと西側の萩之茶屋エリアのつながり

をどうイメージ化するかというのが、実はまだ整理できていないところではないかと感じ

ています。つまり、東側が国際化ということで、いろんな広がりを持って地域全体を牽引

していくようなイメージなのか、東側が国際化ゾーンとして成り立っていくような、そう

いうまちをつくっていくのかどちらのイメージをお持ちですか。また、簡宿は実はどちら

にもあるので、そこの活用のあり方というのは、どちらをとっても重要なことなのかなと
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いうふうに感じました。 

○委員 関連していいますと、再生フォーラムでは2000年のワークショップで、簡宿の

ターゲットをバックパッカーに変えていく案が出てきたんです。同時に、生活支援つきの

福祉マンション、今日サポーティブハウスと呼ぶものにしていくという案が出てきたんで

す。そのときから懸念し続けていたのは西側のエリアとの関係ですよね。つまり、日雇い

労働者とか、単身の高齢者、生活保護の人たちを排除するような形にこれが進んでいって

はいけない。両方ともすばらしい案なんだけども、そのことに対する懸念といいますか、

それが起きないかをじっと見つめている目みたいなものも地域にはあるわけですよね。そ

のことに対しては、ずっとこれを進めている人たちは配慮し続けてきたということを私は

事実認識として持っています。 

 例えば、順番としてサポーティブハウスとか、生活支援つきのアパート化の構想のほう

が先に進んでいっているんですよ。だからもし、この国際ゲストハウス・プロジェクトの

ほうが先に進んでいくと、これは弱者を排除していく流れだというふうに警戒されますか

ら、そういうことになりかねないですから。だから、サポーティブハウスのオーナーさん

たちが一生懸命そこに住んでいる人たちが住み続けられるようにするための仕組みづくり、

住居の確保というか、そういうのを一生懸命やってきたという実際の流れがあって、次い

で、ゼロゼロ年代の中盤あたりから、この国際ゲストハウスの具体化がぐっと進んできた

という経過があります。地域の人たちは、尐なくともそれを見てきた人たちは、その順番

で見ているので、それ自体、我々が当初懸念していたことに対する心配は、さほどないと

思います。それと、今日、松村先生の話を聞いてて、それこそ簡宿はどこもむしろ空いて

いて、放っといても立ち枯れてしまうような状況で、部屋の数からしても、排除する余地

は量的にはないということですので、その点は１つ安心していいことかなと思っています。 

 ただ、その問題意識というのは街の中に常にあり続けます。あいりんのまちづくりは社

会的包摂を、スローガンの一つにしているわけですから、逆にいえば、それをもクリアし

ながらできていった国際ゲストハウス地域として、これが盛り上がれば、成功すれば、そ

れこそ西成モデルということになって、多分ほかの外国の例はその辺はどうしたのか、排

除になったのかわからないですけど、非常に優れたモデルにしていければいいなと思って

います。 

 それから、もう一つは、それと同時に、こういうプロジェクトが実は地域の日雇い労働

者にとって雇用を生み出す場にならないかということも一貫して持ち続けてきた問題意識
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です。そして、出てきたのが、そこでのベッドメイキング仕事で、一時期、ゼロゼロ年代

前半に西成労働福祉センターと簡宿組合が一度構想を組んだんですよ。経過だけいいます

と、労働福祉センターの側が提案しておきながら、実はつぶしたというのがありまして、

非常に私なんかはそれを苦々しい思いで見てたんですけれども。その仕事はどういうイメ

ージかといいますと、モデルがありまして、東大阪市環境事業局の、家庭の生ごみを収集

する仕事があるんです。いわゆるパッカー車に乗って。その助手の仕事っていうのは、よ

く人手が足りなくなるんですよ。それで、足りなくなったときに、西成労働福祉センター

に緩やかに登録しているというか、プールされている、何人くらいかな、四、五十人の中

から、「何人足りないから明日来て」、「誰だれさん、あした手伝ってほしい」と、声が

かかるわけですね。センターの窓口への電話連絡で。それに応じて、その仕事にいくとい

うような。建設系ではない比較的高齢者でもできる仕事なので、あるいは今の若者のよう

に、流入してきたけれども、建設の経験がないというような人でも対応できる仕事なので、

非常にいいモデルなんです。これはそれと同じように、ある種の登録制度にしておいて、

技能講習もかませて、簡宿のベッドメイキングに欠員が出たときに、そこを急遽手伝いに

いくような形でまず入っていって、もちろん、それでよくできる人はそのままレギュラー

になっていくのが一番いいわけですけれども。そういうスタイルでできないだろうかとい

う構想が山田理事長さんから提案され、それはいいことだと、進めていった経過があるん

ですよ。 

 だから、山田理事長さんも今はその苦々しい経験にもかかわらず、本当に西成労働福祉

センターとか大阪府がそれをやる気があるんであれば、受け入れましょうという気持ちが

まだおありなんじゃないかと、私はひそかにまた期待を持っているんです。ただ、今日の

松村先生の話を聞いてると、この仕事はプロの技が必要で、そういう人員補完的なやり方

でやっていくようなものではないと。むしろ逆に、いろいろな人が現場で実地研修しなが

らやってみて、それに耐えられる人が選ばれて定着していくやり方のほうがいいんじゃな

いかとおっしゃってましたよね。確かに、そういうことだろうと思います。そんなに甘く

はない世界だろうと、ただ、そういう新しいやり方にこしらえ直してでも、こういうよう

に地元での仕事づくりのしくみから出てくる雇用というのを何とかしてつくり出していけ

ないもんだろうかという非常に強い希望は持っております。 

○松村委員 １つ大事なことは、このキャパを見てほしいんです。今、労働者の年間の宿

泊は、70万から100万泊って読んでいるんですけれども、これで外国人と日本人客が大体
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40万くらいですね。まだ余っているんですよ。倍になっても、まだ余裕。 

 あいりん地区で生き残った65軒の簡宿のうち、比較的元気なところと、しんどいとこ

ろとあるんですけど、しんどいところがこれからも福祉マンションに転業していくんかっ

ていう問題ですよね。生活保護を受け入れる方向へ持っていって、福祉住宅をどんどん増

やしていくんか、それとも宿泊業として踏みとどまって、次の展開をねらうんかという、

瀬戸際やと思うんですよね。 

 それともう一つ、外国人とか、国内観光客とかが増えると、炊き出しに並んでいるおっ

ちゃんたちを見せもんにするんかみたいな話があるんですけれども、そのためにもなおさ

らゾーニングが必要なんですよ。ちゃんとゾーニングせなあきません。別に観光客で来て

る人は炊き出しを見たくて来るわけやないんですよ。それはある意味で偶然のバッティン

グみたいなもので、通天閣に行きたいような人が道に迷って三角公園へ行きつくと、それ

は別に望んで行ったわけやないんです。三角公園に好んで行く観光客って、100人おって、

１人おるかおらんかですよ。むしろ、本来はちゃんと、案内表示をして、ゾーニングをし

てやれば、観光客とおっちゃんたちは共存できるんですよね。お互いに交流する場はあっ

てもええと思うんですけれども、別に労働者の中に観光客が積極的に踏み込む必要もない

し、逆に、労働者の側は観光客の中に積極的に踏み込んでくる必要もないし、お互い、集

合でいうと、Ａの集合とＢの集合の間の和でいけるところをつくっておけばええと私は思

うんですよね。その意味でもゾーニングをちゃんとせなだめですよ。私らが観光インフォ

メーションセンターを運営するなかでも、それはやっぱり切実に感じますよ。 

 今、ＪＲ新今宮駅なんかは、構内の案内標示が比較的鈍臭いんで、修学旅行生がセンタ

ーの前へおりてくるわけです。センターの前へおりてきて、ずっと南へくだってしまうと、

これは修学旅行生にとっては、ある意味で不幸なわけです。そうでしょう。見たくて行っ

ているわけやないですから。通天閣へ行きたいんやけど、わからへんから道に迷ってそっ

ち行ってるだけなんで、それはやっぱり避けるべきことで、うまいこと仕分けて、誘導し

ていくべきやと私は思うんです。 

 それは地域として取り組んで行くべき課題やと思います 

 それと、あと、生き残った65軒の簡宿が、このまま立ち枯れていくんか、生保に向か

っていくんか、いろんな新しい客を受け入れて再生していくんかという、やっぱり大きな

転機やと思っています。 

○山田理事長 簡宿組合は要するに労働者の皆さんの生きがいづくりとか、仕事づくりと
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かいうような面は余り得意な分野ではないと思います。そういう面では、西成区にはいろ

いろなグループがたくさんあります。いろいろなグループは皆、それぞれいろんな目標を

立てて頑張っていると思うんです。それはそれで非常に素晴らしいことだと思うんです。

我々は何とかお客さんをこのまちに呼んできて、何とか西成、特にあいりん地区を変えて

いこうというスタンスでやっておりますので、それはそれで、いいんかなというような気

がします。 

 それから、今の萩之茶屋と太子のすみ分けはどうなんかというようなお話がありました

けれども、今簡宿組合では萩之茶屋で簡宿をしている方でも、何とか、旅行サイトに登録

して、お客さんを呼んでくるようにというような形で今、30ほどあるんですけれども、

そのうち、５軒、今、登録しておりますけれども、それを10軒ももっていって、何とか、

萩之茶屋１丁目も一般の方が散歩なり、そういうような、まちをうろうろするような形を

想定し、また、前にも申しましたように、イベントのあるときは若い女の子もうろうろで

きるようなまちに、そういうことで、太子１丁目は現実に10年間に変わってきたわけで

すから、萩之茶屋１丁目もそういうような形で変わっていけたらなという、簡宿としては

そういうふうな努力をしていくというような形でおります。 

○松村委員 めっちゃ大きな夢を語ると、例えば萩之茶屋1丁目は混在していますよね、

簡宿と福祉マンションが。萩之茶屋2丁目も混在していますよね。これを例えば銀座通り

沿いに簡宿をうまく寄せてくるというような発想はないんですかね。こんなん中国やった

らすぐやりますよ。 

○委員 山田さん中心にみんながまとまっている。 

○松村委員 例えば、萩之茶屋１丁目の大通り沿いで、福祉マンションをやっていらっし

ゃる。こちらは、大通りから尐し奥まったところで、簡宿をやっていらっしゃる。そんな

ところどうしが、うまいこと、入れかわって、大通り沿いには簡宿を集めてくるみたいな。

そうすると、大通り沿いには簡宿が、尐し奥まったところには福祉マンションが集積して，

するでしょう。 

○委員 全体で開発という言い方がいいのかどうかわからないんですけれども、そういう

開発整備するエリアと改善型のまちづくりをするエリアをいうのを決めた上で、事業の可

能性を追求し、一定の入れかえは不可能ではないと思います。しかし、権利者の問題があ

りますね。そこがクリアすれば可能性があるかもしれません。 

○松村委員 それがもしうまいこといけば、共用できる部分というのができてきますよね。



－33－ 

まちの中で。 

○委員 そういう意味でいうと、これからの議論だと思いますけれども、新今宮周辺の開

発について、このエリアが大きく国際化に向けた事業が進むのであれば、そういうエリア

設定の中でいろんな事業メニューは事業的に可能だと思います。 

○松村委員 エリアを設定すると、それがきっかけとなって立地誘導されるというところ、

ないですかね。とにかくゾーニングすることから始まるような気がします。 

○委員 誘導するためには、どんなまちにするかということを。 

○委員 共有化しないといけないということですね。 

○委員 だから、そういう提案を出したらいいと思うんですよね。まちの人たちも、かな

りいろんな思いとか、考え方持っておられるので、それがうまく整合すれば、本当に動く

と思いますよ。ただ、今あるものをどう使うかということも、その前の段階で考えないと

いけないですね。 

○委員 もうすぐ休憩になると思うので、松村さんの話は後半戦、ますますヒートアップ

するおもしろい話になっていくかと思うんですけれども、その前座でちょっと、今までの

話をちょっと違う観点から位置づけますと、大阪市のまちというのは、ついつい東京と比

べることになると思うんですけれども、まちが、おもしろいまちがどこかというと、都心

の周辺部のいわゆるインターシティと我々は言うんですけれども、例えば環状線のあるエ

リアというのが、本来一番おもしろくなるはずなんですよ、本当いうと。東京でいうと、

山の手線でまさしくそういうエリアにあって、そこに、それぞれのターミナルが上野から

池袋から新宿から渋谷から品川からという形で東京というのは、その辺のおもしろさが都

市の魅力をつくっているんですよね。 

 大体、200万人、300万人の規模の都市がいかに人を引きつけるかというと、そういう

都心部のおもしろさと、この周りの周辺のターミナルのおもしろさというのが、まちに多

角的に人をうまく引きつけてきたんやと思うんです。 

 ところが、大阪のまちの１つ、最大の欠点というのは、いわゆる大阪環状線沿いの駅が

そういう役割を歴史的にあんまり果たしてこなかったというのが、ちょっと大阪市の空間

的な魅力や広がりとして弱いところなんですね。 

 ほとんど、やっぱり梅田となんばというところにかなり集中し過ぎてて、いわゆる御堂

筋線沿いにかなりのものが集中していた。で、まちがおもしろくなっていくかという起爆

剤はやっぱり京橋が元気になるとか、鶴橋が元気になるとか、あるいは、弁天町が元気に
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なるかとか、その辺がちょっと、１つの鍵なんですね。今まであんまり大阪市というのは

その辺をあんまり、意識してこなかったというか、まあ、そらあれですよね。しゃあない

ですよね。動物園前の駅という名前があって、隣に新今宮の駅があったり、阿部野橋とい

う駅があったら、隣に天王寺という駅があったり、野田という駅も地下鉄は玉川ですよね。

天満の駅も地下鉄は扇町という形で、どっちかいうたら、大阪市のほうが、いろんな骨格

をつくってきたという自負があって、ＪＲ、国鉄さんに対しての、連携がとれてきてなか

ったんですよね。 

 その意味で、やっと今、大阪というのは、京橋が大きくなり、それから、鶴橋もいろん

な意味で脚光を浴びてきてて、多分、阿部野橋というのが一番今、脚光を浴びる場所にな

ってきた、ようやく、環状線沿線がちょっと強くなってきて、で、大阪駅というのは65

万人の集客を持ってます。難波が40万人ですね。で、今、さっき言うた、天王寺が30万

人、鶴橋は大分落ちたんですけれども、それでも、25万くらいあります。それで、京橋

が28万くらいあるんですね。新今宮どれくらいあるかご存じですか。乗降客。16万人く

らいおるんですね。ただ、乗車客は１万切っているという、要するに、乗り降りだけする

まちなんですけれども、やはり、この便利さというのが、今、この国際集客って、非常に

脚光を浴びているんじゃないかなというふうに思います。 

 なので、１つ、次の話も多分、大きな話になってくると思うんですけれども、ここはこ

の素晴らしい交通のネットワークの拠点を持ちながら、誰もこれをうまく利用していなか

った中で、ある意味で、誰もというのは要するに労働者が利用、労働者も、ＪＲの新今宮

駅も南海の新今宮も40年ちょい前にはなかったですから、本当に新興の駅なんですよね、

この駅というのは。そこに新しい流れをつくっていくというような形での大阪市の１つの

大きな目玉として、この環状線沿いの駅を強くしていこうという形ですね。この中に新今

宮がうまいこと乗っていくようにという提案を、動物園前の駅の名前を変えようというの

は結構大変や思うんで、新今宮で、大阪市的には動物園前の駅の上だろうとかいうかもし

れませんし、チン電も南霞町ですけど、駅の名前から全部ちがうというのは結構、しんど

いところがあるんですけれども、それも含めて大阪市の構造的に、最後に残されたいわゆ

る交通至便であり、１つの都市のおもしろさを演出する格好の場であるので、そういう形

で後半の議論というの、そういうところになっていくと思うんですけども、その形での大

阪市全体の中での位置づけを意識したあり方というのをもう本当に、ここで花開かせたら

いいんじゃないかなというふうに思います。 
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○鈴木座長 ありがとうございました。ちょうど、いいまとめをしていただきましたので、

これで、１回休憩をとりたいと思うんですけれども、10分休憩しましょうか。では50分

まで休憩いたしまして、それから、また後半にまいりたいと思います。ありがとうござい

ました。 

（休憩） 

○鈴木座長 ご着席をください。よろしいでしょうか。 

 では、後半戦にまいりたいと思うんですけれども、さっき、ちょっといろいろご感想を

いただいたりして、聞いておりましたけれども、ちょっと、補足説明が必要だと思いまし

たので、申し上げます。今日は、全体のいろんなこれから、あと、また８回くらいやるつ

もりでおりますけれども、話では、多分突出して、明るい話というか、景気のいい話です。 

 けれども、決してこれで終わりということではありませんので、多分、こういう景気の

いい話は、これくらいポジティブな話は今回くらいの話で、もちろん、いろんな問題を抱

えている、例えばこういうことを考えると、じゃあ、ほかの簡宿はどうだろうかとか、福

祉マンションはどうするのかとか、生保の人はこれだけいるのは、じゃどう考えるのかと

か、その生保にもかかれずにシェルターにいらっしゃる方はどうするかという問題もこれ

きっちり議論します。 

 しかも、何回もかけて議論をちゃんといたしますので、その話を全部忘れてこんな景気

のいい話だけしてるというふうには、ぜひ受けとめないでいただきたいと思います。それ

はそれで、もうちゃんとやるんですが、今回はこの話に、いろんな話を一遍にやるわけに

いかないので、まとめて話をしていると、こういう位置づけでございます。 

 それでは後半、新今宮のターミナル地域のお話と、それから、その屋台村構想ですね、

この２つについて、ご発表いただきまして、その後、また、議論をしたいというふうに思

います。よろしくお願いします。 

○松村委員 ありがとうございます。 

 この地域の観光振興というようなお話は、本当に、唯一、今日くらいしか、お話しさせ

ていただくチャンスがなくて、この後はもう、萩之茶屋１丁目、２丁目、３丁目を中心と

する厳しい話が続くと思いますので、その分、今日、私はしっかりとお話させていただき

ます。 

ということで、次は新今宮ターミナル地域についてなんですけれども、大体、私が考

えているターミナル地域というのは、この図で黄色の示した部分で、中心になる地域は１、
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２、３、４と番号を振っています。この辺の４つのところ。１つは、ＪＲの新今宮駅の北

側にある市有地なんですけれども、何か学校移転の目的で大阪市が入手した土地がそのま

ま、かなり広大な土地としてあいています。これは絶対有効利用、活用すべきで、民間に

よる事業誘致も視野に入れてやっていくべきだと思います。 

 もう一つはセンターの敷地の活用、これに関しては、今後もっと、深い議論があると思

います。ただし、私の立場から言っておきたいのは、このセンターの場所に立地しなけれ

ば存在意義のないもの以外は、可能な限りよそへという発想はあってもいいんかなという

気はします。何が何でもここでないと意味がない、存在意義がないやつは絶対ここに残す

べきやけど、それ以外の、よそであってもいいもんはよそへ移してもいいという議論があ

って、できたら、そうすることで、多尐でもスペースをあけられれば、特に、新今宮駅に

近いところですね。そうすることで、スペースがあけば、有効活用できる可能性が出てき

て、まちづくりの芽も出てくるなという気がしてます。 

 あともう一つは、ＪＲ新今宮駅の南側の幹線道路沿いなんですけれども、こちらのほう

は、新しくできた建物が多いところで、福祉マンションになっているところも多い地域な

んですね。もしターミナル構想が実現するならば、ターミナルの一等地に福祉マンション

がずらっと並んでいるというのは、何か、違和感があるんで、特区の枠で福祉マンション

から商業施設つきのゲストハウスへ転換できるような施策なんかも視野に入れて、こっち

もちょっと立地誘導が必要なんかなという思いがあります。 

 もう一つ、気になっているのが、これはもう大阪市の最大の懸念なんですけれども、フ

ェスティバルゲートの跡地です。これはもうマルハンさんが、落札されて、購入されてい

ます。今日も、その跡地を見てきたんですけれども、大阪市営地下鉄の動物園前駅の出口

がもうでき上がっています。けども、その奥のほうを見ると、まだ瓦礫が山積みの状態で、

計画によると2013年６月にツーテン・ゲートをオープンされる予定です。今から１年間

弱でツーテン・ゲートを建てて、ボーリング場とカラオケのある複合娯楽施設をつくるら

しいです。ただし、このターミナル計画が動き始めると、「ちょっと、待ってよ」という

のもありなんかなという気がしています。ただし、この件に関しては、相手は民間でもう

私有地になっているんで、何も言えないんですけれども、ターミナル構想と連携してくれ

たいいな、そういう思いはあります。そのまま本当にツーテン・ゲート建てるの、という

思いはあります。 

 それで、私案を述べさせていただきたいと思います。１つは南海・阪堺・ＪＲ西日本と
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大阪市交通局などの鉄道事業者、このほかマルハンや、地権者という言い方がいいかわか

りませんが、地権者や地域住民の代表とかも入れて、ターミナルづくりの協議会みたいな

ものを設けて、そこでどうしたらええのかということを真剣に議論し始めなあかんと思い

ます。ターミナル構想をほんまに動かせる組織づくりが必要で、多分、大阪市がお金を投

じるといっても、そんなにたくさんの投資は期待できないでしょうから、やっぱり民間の

資本入れ、ちゃんと商業的にも成り立って、採算もとれるもんをつくっていこうという枠

組みが要ると思います。これはまさに、グランドデザイン大阪で考えているビジネス・イ

ンプルーブメント・ディストリクト、ＢＩＤやと思うんですけれども、それをこのターミ

ナル構想でも立ち上げて、話を進めていかなあかんなという気がしてます。 

私個人の意見を述べます。図の１番のところ、JR新今宮駅の北側のヤードなんですけ

れども、梅北ヤードやなくて、新今宮北ヤードでええかと思うんですけど、新今宮北ヤー

ドを活用するならば、私は長距離バスターミナルがええなと思います。大阪市は市営交通

なんで、長距離バスという発想は実は持ってないんですね。基本的に市バスは、郊外に出

るやつはない。ということで、幾つか、電鉄会社なんかが長距離バスを運営していらっし

ゃるのですけれども、この長距離バスターミナルの１階部分を台北の士林夜市みたいに、

フードコート型の屋台街にしたらいかがでしょうか。実は今度公募で決まった浪速区の新

区長さんは、浪速区でナイトマーケットをやりたいと言うてはるんですね。それやったら、

ぜひ一緒にやりましょうよ、そっちの浪速区側でということですね。大阪市が解体されて

区政改革が進めば、西成区や浪速区という考え方そのものがなくなります。 

 ２階の部分を長距離バスターミナルにして、尐し段差があるんですけれども、ＪＲと南

海と地下鉄と阪堺線とくっつけるという発想ですね。２階よりも上層階には、通天閣に行

く需要が多いと思うんで、ツアーバスや観光バスがとまったり、自家用車がとまったりと

いう駐車スペースと商業施設にする。このターミナルを通天閣とかミナミへの観光ゲート

ウェイ、入り口にするという発想ですね。ミナミに車がたまるというのはなかなか大変で

問題も多いでしょうから、新今宮ターミナルのほうで、引き受ける。それと、あともう一

つは高速道路があの近くを走っていますので、バスターミナルから高速道路へとアクセス

できる専用道路なんかが設けられたらいいかなという気がしています。 

 それと、あとは大阪市内各地に既存の長距離バスターミナル、細かいのがいっぱいある

んですけれども、私の知る限りでは、それはもう渋滞の温床やと思うんですね。その辺を

うまいこと整理して、そういうところは乗客をピックアップするポイントにして、ターミ



－38－ 

ナルをつくって、そこから大阪市内をピックアップしながら、地方へ飛んでいくみたいな、

その起点となるようなバスターミナルをイメージしています。 

 それで、もとに戻ると１番と３番というのはどうしても、新今宮駅周辺なんで、比較的

流動性の高い層に対する需要に対応していく。一方で２のほう、センターの跡地利用のほ

うなんですけれども、こっちのほうはもうちょっと、やっぱり奥のほうに入ってきますの

で、人間の住む定着性のある人に需要に対応していくという方向で考えていったらいいん

やないかなと。私の考えでは、１と３と４あたりでターミナルをつくれば、太子１丁目あ

たりが国際ゲストハウスエリアなんで、ばっちりかなという感じなんですけれども。 

 次に、社会政策と絡めてナイトマーケットを創設したいと、私は常々思っています。去

年、うちのゼミ生と一緒に台北へ１週間くらいで調査にいって、現地を詳しく調べて、台

北市役所へも話を聞きに行って来ました。日本の現状を見ていると、私の思いなんですけ

ど、道路から街路へ、ロードからストリートへという発想転換が必要だと思います。この

何年かの間に働き方の規制緩和はすごくされてきて、もう非正規雇用はいっぱいあるのに、

働く場所に関しては規制でがんじがらめ、路上でものを売ったらすぐつかまるみたいな状

況です。これだけ働き方を規制緩和しといて、働く場所の規制緩和はないんかいという思

いがあります。それと、大阪とか、日本の食文化を考えてみると、もう間違いなく屋台向

きなんですね。たこ焼き、お好み焼き、うどん、みな屋台向きですね。寿司も屋台向きで

す、基本は。てんぷらも屋台向きですね。おそらく外国人旅行者の視点から見るならば、

もう何で日本に屋台街がないのと、逆にアジアの観光客などからすると不思議がられます。 

 それと、道路交通法というのがあるんですけれども、道路はとまったらあかんところっ

て定義されていて、みんな動きなさいという。街路活用法はないんですか、立ち止まって

もいい、へたり込んでもいい街路という概念が、やっぱり要ると思います。 

 それと、屋台というのは、台北の寧夏夜市から学んだのですけども、比較的低予算で店

が持てるわけですね。そうすると若い人やとか、女性なんかでも、街路で再チャレンジで

きる場ができるということが考えられます。 

 あと、もう一つ都市の空間利用でいうと、街路の時空間重層利用、昼間は道路で需要が

あるから道路、夜になると、別に自動車も通らへんところっていっぱいあるんで、そうい

うところはもう観光夜市にして、にぎわいを創出するという発想ですね。それが要るんち

ゃうかと思います。 

 あと、雇用創出効果、これはもう屋台経営と、あと、意外と清掃事業が大変なんで、清
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掃でも生まれるということです。 

 それで、台北市の経験から私ら大分学んできたんですけれども、当初、放任やったみた

いなんですけれども、一時期コントロールして統制をかけたんですけど、90年代の初め

くらいから、積極的に観光振興の文脈で育成しようという話になったそうです。その後は

観光夜市として成長した結果、もう台湾の観光で屋台は欠かせんというところまで成長し

ました。そういう状況まで進んでいってるんで、それを見習ってうまいことやっていった

らいいんちゃうかなと。 

 もう一つ、新今宮の場合は宿泊滞在拠点に隣接するという強みがあって、そこから需要

だけでも、かなりナイトマーケット街が潤う部分があるということですね。 

 今、私が思っているあいりん地区の活性化に資するナイトマーケットの候補地なんです

けれども、１つは堺筋、太子の交差点から大阪市立更生相談所くらいまでの間なんですね。

これを地図で確認すると、これですね。ちょっと古い衛星写真なんで、まだフェスティバ

ルゲートが残ってますけど、このあたりですね。ここが太子の交差点ですね。このくらい

の狭いスペースですわ。ここよく見ると、３車線とか、４車線くらいの幅があるんですね。

ここの片側車線をとめてしまうんですよ。台北の寧夏夜市というのがそういうやり方して

るんですけれども、片っぽだけとめて、片っぽに屋台がずっと並んで、こっちは通行して

いるという形にする。 

 ちなみに、この道路というのは、本来堺筋をもっと南へ延長するつもりで幅広くとって

たんやけど、結果としてなかなか抜けない。夜中になると交通量が非常に減るところなん

で、それも十分ありかなという気がしてます。何よりも、位置的に、私が言うてる国際ゲ

ストハウスエリアが近くにあり、そのすぐ横にナイトマーケットがあって、上に行くと通

天閣、こういうターミナルならば必ず国内外からの観光客が集まるかという感じですね。 

 それで、ナイトマーケットをつくるなら、堺筋がいいんじゃないかなというのが私の私

案です。 

 それで、この写真は台北の寧夏夜市の様子なんですけれども、これをみるとインフラ整

備してるのがわかります。ここに油を流す排油溝が道路の下に埋め込んであるんですよ、

ここに。わかりますでしょうか。それと、ここ見ていただきたいんですけれども、電気コ

ンセントがあったり、水道があったりで、道路の路肩にそういう装置を埋め込んでいるん

です。電気、水道、それと、道路の下掘って排油溝。屋台商人側では自治組織つくって、

自分らでお金を出し合って、掃除の人たちを雇って、清掃をやっていらっしゃいます。 
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 非常ににぎやかなマーケットで、夜中になると、こんな感じですね。それと、もう一つ

の候補地は、ＪＲ新今宮駅の北ヤード、さっき言うたみたいに、ここは士林夜市のような

フードコート型のやつがええんかなと。もう一つの候補地は、南海の高架下、木津の卸売

市場からJR新今宮駅までの高架下、ずっと寂しい道が続いているんですけれども、ミナ

ミのにぎわいをもっと南へ延ばしてくるには、やっぱりあのルートが必要なんで、あの高

架下がずっと屋台街になれば、ミナミのにぎわいが新今宮までくるんじゃないかなという

気がしています。 

 新今宮界隈に複数のナイトマーケットが併存しても全く問題はなくて、台北の龍山寺の

近くなんかは、４つか５つくらいのナイトマーケットがあって、夜になるとすごいにぎわ

いになります。そういう発想で言うと、別にこれは同時進行しても問題ないかなと。ちな

みに屋台に関して、台湾は登録制なんですわ。ちゃんと市に登録していて、どこで営業す

るのかという場所と一緒に市に登録していてやっています。ほんで、免許が交付されてや

っています。 

 それともう一つの候補地は、チンチン電車の廃線跡なんですけど、ここに天王寺線の廃

線跡があるんです。ここも候補地になるんですけれども、グランドデザイン大阪のLRTの

敷設計画がもしうまいこといくなら、この廃線跡にもう一遍LRTを通すという考え方があ

ってもいいと思います。それが実現すれば、天王寺あべのからミナミへつながる遊覧LRT

の輪のなかに、西成も組み込まれることになります。そうした周回性ができるから、ここ

をナイトマーケットにするという話もあるんですけれど、私はむしろ、ここにチンチン電

車をもう一遍通して、LRTの観光回遊ルートをつくれたらええんかなという気はしていま

す。 

 それと、さっき言いましたように、なんばから歩いて新今宮へ来るというルートも考え

なあきません。宿泊拠点になってターミナル化していくと、移動手段となりそうなのは、

広域は関空やとか、ＪＲ、関西圏はＪＲ、私鉄、中距離バスがあって、市内は環状線、地

下鉄、市バスですね。それで、狭域は遊覧ＬＲＴと、徒歩にするという話ですね。こうし

た狭域の移動手段を充実させて、回遊性をこの中でぐるぐる高めればええと思います。さ

っき言うたみたいに、天安門くらいの広さですから、大した距離やないんで、ＬＲＴがで

きれば十分で、徒歩でも移動できる距離です。 

それと、この前に発表された臣永さんのマニフェストの中に、「西成にこそカジノ

を」というのが書いてあって、「えっ」と私は思いました。実は私は、大阪商工会議所の
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ツーリズム振興委員もやっていて、カジノの誘致の話は詳しいのですが、そこで話されて

いると、臣永さんの話にはかなり齟齬があります。一応、有識者ということで、指摘させ

てもらいますと、あいりん地区というのは、実はすごく狭い地域なんですね。狭い。だか

ら誘致できるものというのは、すごく限定されてくるのは間違いないんです。そんなに大

きなものは持ってこれない。将来の人口減予測から子育て世代中心に入れなあかんという

ときに、どうもカジノというのは、何かそれと違う方向の発想だと思います。それと、既

にある非合法カジノをどうするかという問題とか、薬物売買の問題なんか、そちらを先に

解決するのが子育てという意味では優先課題かなというのが私の思いですね。 

 大阪で議論されているカジノというのは、統合リゾート型のカジノなんですね。統合リ

ゾート型のカジノとは、ただカジノだけがあるのではなくて、巨大な敷地のホテルのなか

に、モールがあり、娯楽施設があり、スパがあり、エステがあり、そのなかのひとつにカ

ジノがあるという感じです。スケール感をちょっと持っていただきたいんですけど、この

衛星画像が見えますかね、スケールが入ってますけれど、この長さが300メートルですね。

大体これで、この辺があいりん地区で動物園となります。同じスケールで、これがマカオ

ですわ。マカオのカジノ、私も行ったことありますが、ここです、これだけのスケールが

あるわけです。同じスケールで比較するとよくわかります。 

これがラスベガスに行くと、あいりん地区全体がベネチアンホテル１個分です。言う

てることわかりますか。新今宮界隈がベネチアンホテル１個分の敷地で納まるんですね。

これが統合型リゾートで、これ１個だけあっても何の意味もないです。いくつもの統合型

リゾートが集まると、地域としての集客力が高まります。もう一つの比較を見ていただく

と、これがラスベガスですね。これがラスベガスの一部です。この中にカジノが点々とあ

ります。この大区画がみんなカジノですわ。ラスベガス全域ならば、この範囲を大きくこ

えて、天井くらいまであります。統合型リゾートの規模がとても大きくて、集まっていて、

それ自体が観光資源となっているのがラスベガスなんです。次に、これがマカオですわ。

この辺がカジノ街で、こちらは世界文化遺産に登録されている旧市街地ですね。マカオの

場合は世界遺産の旧市街地と隣接しているから、このくらいカジノが小さくても、世界中

から客が集まるんですけれど、一つ一つを見てみると、やはり、かなりでかい区画ですね。

これが1,000メートルスケールです。これと同じ1,000メートルスケールで、大阪カジノ

構想で議論している舞洲と咲洲を示すと、こんなもんですわ。これを西成区のあたりでや

ると、どうなるかというと、このレベルです。さっき示したラスベガスと全く同じスケー
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ルです。これを見ると、ここが難波で、ここが阿倍野なんで、ラスベガスの一部だけで、

こんな広い範囲に相当します。なんで、カジノの国際競争に勝とうとすると、このくらい

の規模でせえへんかったら、あかんということです。マカオのように何か観光名所と一緒

に組んでやるとしても、かなりの規模がいります。 

 だから、西成区にカジノをという議論は、スケール感が全く統合型リゾートとは違うん

で、大阪商工会議所とかで議論しているものとは、かなりの齟齬があるんで、その辺だけ

は指摘しておきたいと思います。 

 後半はすぐ終わりました。 

○鈴木座長 ありがとうございました。 

 では、ここから、議論を始めたいと思うんですが、１点、これもマスコミの方いらっし

ゃるので、注意事項というか、臣永新区長のマニフェストというのが、今、出ております。

私の理解ではあれは、このタイミングに外に、マニフェストとして出していくものではな

かったのではないかなというふうに思っておりまして、あれは、私も最終面接に立ち会い

ましたけれども、最終面接のための論文というか、審査のための論文というような位置づ

けなのであって、あの時点で１回終わりの話で、これからまた、いろいろ有識者の意見も

酌み取っていただいて、また、新しいマニフェストを多分、立案されるというものですの

で、あれが、何かひとり歩き、多分、今、まちの中でひとり歩きどころじゃないですね。

もう暴走しているのかと思いますけれども、それは位置づけとしてはこれ、マニフェスト

として出したものではなくて、あれはテストのための解答であると。だから、これからま

た、いろいろご考慮いただいて、また、新しいものが出てくるというふうに酌み取ってい

ただきたいというふうに私は思っております。 

 それでは議論を続けたいと思います。どなたからでも議論をお願いいたします。 

 また、私からでよろしいですか。 

 あまり、にこにこするといけないんですけれども、本当に夢のある話で素晴らしい、こ

ういう話が前にどんどんいければいいと思うんですが、１つ、ちょっとご質問をさせてい

ただきたいんですけれども、ナイトマーケットのイメージは、私も大好きなものですから、

わかるんですけれども、どうしても、屋台というと、このあいりん地区では特に泥棒市み

たいなものがあって、せっかく行政が頑張って撤去したのに、また、こういう話が出てく

るのかというふうに思うような方が多いと思うんですが、ここで議論されているのは、そ

ういうものを復活するという話ではなくて、むしろ、住民組織で、それから、治安の当局
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もちゃんと入るような形で何かうまいことコーディネートするという形を考えていらっし

ゃると思うんですが、その具体的に台湾とか、中国もありますけれども、そういうものか

ら見られて、どういうような組織形態といいますか、運営形態をとったらいいんではない

かという、もし、ご提案があれば、お願いいたします。 

○松村委員 台湾で見てきた話では、要は住民組織というよりも、屋台をやっていらっし

ゃるその屋台街の自治組織があるんですね。屋台は登録制度で、この場所でやるという登

録があって、その登録しているのが、例えば、何々夜市みたいな協会があって、その協会

に属していて、そのトップは皆で民主的な選挙で選んで、自分らのことは自分らで考えて、

市ともその協会として交渉するみたいな形でいろんなことを進めていらっしゃる。 

 その中に、屋台の登録枠に、空き枠ができたりすると、その権利を売買とかするのでは

なく、いわゆる社会的弱者が優先的に入れるようにということで、公募が出るんですよね。

ここが空いたというのが出ると、応募する人がいて、また、その屋台街の組織にその人が

入って、メンバーの一員として活動するという感じですね。台北市政府がコントロールし

ていないところは、尐しややこしい人たちが絡んでいることが多いんですけど、観光ナイ

トマーケットとなっているところは、とても民主的で分かりやすい。龍山寺の裏手あたり

で登録していない屋台というか、露天商がいるところなんかやと、それこそ、台北市の役

人がいくと、ばっと蜘蛛の子を散らすように逃げるところもあります。観光ナイトマーケ

ットの場合は、そういうところやなくて、いい意味でコントロールされているということ

ですね。観光用といっても、当然一般住民や国内の台湾人旅行者も利用されるところです。

台北の観光ナイトマーケットの場合は、路上で商売することを前提として道路も整備して、

そういう組織をつくってコントロールしてやっている感じですね。 

○委員 今のお話の流れなんですが、実は地域の方々、（仮称）拡大会議の中でも、この

屋台村構想については議論になっていたんですね。きっかけは、小学校横にあった屋台が

火災によって消失し、そこの撤去をするというところから始まっており、ある意味屋台を

なくすという一連の流れになっているともいえます。 

 そこは覚せい剤の問題、おっちゃんたちのアルコールの問題など、いろんな問題を抱え

ていることに対する意識と、このまちのよさじゃないかという意識の間の議論がなされて

いました。 

 そこでは、誰が管理するんだというところがポイントじゃないかということになり、地

域、業者、警察が入る等を含めて、そういう管理の仕組みをつくることで、もう１回復活
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させることはできないかという議論がありました。 

 そして、その場所はどこにしようかということになり、出てきたのが、駐車場や線路跡

地でした。例えば、駐車場については、北海道の「北の屋台」で成功していると聞いてい

ます。これは、駐車場を一時利用する仕組みで、昼は駐車場、夜になったら屋台になると

かいうような遊休地の使い方で、さまざまな可能性の検討の一つとして出てます。いずれ

にしても、やっぱり、非合法な方々の問題をどうするかというのがずっとネックにはなっ

ていると思います。 

○松村委員 もし、ナイトマーケットをやるんでしたら、私有地で要は駐車場みたいなと

ころでやればやりやすいというのは当然なんですけれども、西成特区ということで他地域

でも利用できるシステムをつくると、大上段に振りかぶるのならば、やっぱり街路を活用

するという発想に変えたほうがええと思うんですよね。道路は通行するもので、止まった

らあかんという、そんな道路ばっかりでないでしょう。道頓堀を見ていても、道頓堀の中

心街からちょっと東へ行くと、夜中なんか全然人通りがないですよね。あんなところに屋

台街をつくればいいんです。だから、道路を街路として積極的に活用するという大きな方

針を、特区枠で打ち出してもええと思うんですよね。 

○委員 すべてを管理することが本当におもしろいものであるかどうかというのは、別の

議論としてあるんですけれども、本当はそういう混沌としたおもしろさというのが屋台に

はあると思うんですよね。まちが魅力的であったり、豊かになるという意見も当然あるし、

おっちゃんたちに、居場所になったりとか、仕事を生み出す場所になっているという意見

も当然ありますよね。ただし、このまちの場合、露天が出ていることについては思いが二

分しているところがあります。僕なんか、道路の２毛作、３毛作って呼んでますけど、商

店街の前でも、いろんな重層的な使い方をしているというのは、まちのおもしろさだなと

は思うんですね。ただ、そこで売られているものが不法なものであったりとかすると、町

会の方々にとっては問題だと言わざるを得ない状況にありますね。露天も屋台も、そこで

起こっていた問題に対して、子どもたちが安心できる環境になっているのかというところ

が課題になると思います。 

 ただ、この2者が求めている方向が全然違うわけでないことを最近感じているので、こ

の２つの意見をどうつなぎ合わせることができるかがポイントかなというふうに思ってい

ます。 

○鈴木座長 ほかにいかがでしょうか。 
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○委員 屋台の話は、商業的な活性化とか、集客という意味では、前向きのプランとして

いいと思うんですけれども、質問の１つは、釜ヶ崎のコア部分というんでしょうか、釜ヶ

崎、あいりん地域のコア部分というのは萩之茶屋地域ですよね。そこは松村委員の考えで

は、中のほうにあると、屋台村はやりにくいんでしょうか。 

 あいりん総合センターの移転をするかどうかという話に絡んでいうと、例えば、萩之茶

屋小学校の跡地みたいなところでやってもいいんじゃないかとか、逆に、総合センターが

移転したら、移転した跡の場所も、あり得るだろうと。ゲストハウスと近いほうがいいと

か、駅と近いほうがいいというのもわからなくはないんですけど、そこはどうなんでしょ

うか。 

○松村委員 生活保護の方々の、あるいは炊き出しをやっているすぐ横で屋台街というの

が、いいならばという話ですよね。私はもうちょっとそれを、コントロールする形でやり

たいと思っています。堺筋でやると、要はそういうところと、仕分けるというか、すみ分

けができますよね。 

 外国人旅行者や国内観光客が集まる地域と労働者や生活保護が多い地域とのちょうど真

ん中にあるので、労働者のおっちゃんも、生活保護のおっちゃんも来れるし。炊き出しを

やっているすぐ横で屋台街をするのは、イメージとして好ましくないし、炊き出しに並ぶ

側からも私らを見せもんにするんかみたいな話が出てくるでしょう。だから屋台街をする

と、よそから人が来るわけですよね。その辺のことを考えると、象徴的にやるのは、やっ

ぱり堺筋やと思います。野宿してはるおっちゃんや、生活保護のおっちゃんの多いところ

のそばで、外から人が来る屋台街をするのは、どちらからも批判や不満が出てくる話でし

ょう。 

 外から屋台街に来る人たちは、別に野宿や炊き出しを見に来るわけではなくて、むしろ

見たくないんですよ。だから、萩之茶屋の人も行けるし、太子の人も行けるという、真ん

中が一番ええから、それで私は堺筋と言っているんです。 

 それともう一つは公共の道路を、道路やなくて、街路として活用するという発想が大事

な点です。 

 この２つが、先進的なナイトマーケットの枠組みを考えて、堺筋という公共道路で行う

という二つが実現するならば、ほかの地域でも西成でこれができたんやから、やろうやっ

てやないかというモデル的な話になると思うんですよね。 

 例えば、センターの跡地で囲い込んで、フードコートをやっても、既存の制度への挑戦
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という意味ではおもしろみがなく、普通やんで終わりですよ。にもかかわらず失敗したら、

ああやっぱり失敗やったなで終わりです。ところが、街路を使ってということになってく

ると、他地域でもできるかもしれないという期待感が高まり、波及効果あることでしょう。 

○委員 今のご説明はご説明で理解はいたしました。いろんな意見があるのかもしれませ

んけれど。 

もう一つ、ターミナルというお話があるんですけど、ターミナルという言葉の意味合

いを、もう尐し明らかにしたほうがいいのかなと。おそらくここで言っているのは別に終

点という意味じゃなくて、商業ゾーンにするという意味合いなんだと思うんです。私個人

は、今のご提案に関しては、疑問というか、ちょっと違うじゃないかなという意見を持っ

ているんです。まず商業施設的なものは、屋台とかは簡単ですけど、ハードを伴ってくる

と、失敗のリスクが結構あるということですね。 

 特に、長距離バスターミナルというのは、日本の場合ににぎわいの創出にはあんまりな

らんのではないか。今、バスターミナルがあるのは、大阪駅の北側とか、阪急の梅田とか、

それから、湊町とかですけど、全然、にぎわっているようには思えないですね。時間帯は

限られていて、昼間はやっぱり電車で移動してる人が多かったりする。特に湊町のＯＣＡ

Ｔは、あのビルつくったときに、磯村市長というか、当時助役ですね、あんなでかいビル

を建てて大丈夫なんですかと私、市政担当記者をしていたときに聞きました。すると「い

や、高速バスターミナルができるんだ、高速の出入り口と直結して、大拠点になるからに

ぎわうんだよ」と胸を張っておっしゃいました。けれども、結果は全然だめでした。 

というようなことで、実はバスというのは、あんまり設備投資的なものが要らなくて、

バス会社がここは使えるというか、客が集まる、集まらないということで、いくらでも動

かせますよね。新今宮に外国人はある程度来られるとしても、日本人の移動を考えると、

それほどの需要があるのかな。それはバス会社が判断することでしょうという意味で、ち

ょっとコアにするにはしんどいかなと。 

かといって、でかい商業施設、例えばイオンモールみたいなものをこんなところにつ

くるのかというと、なかなかそういう話にもなんないんじゃないか。そこはやっぱり失敗

するリスクも考えないといけないと思います。 

 もう１点は、新今宮の北側の市有地。教育委員会の所有で、たしか30年ぐらいも使っ

ていない。一万二、三千平方メートルありましたか、ＪＲの駅の北側、大きな土地で、こ

れをどう使うか、たいへん大事な話だと私も思うんです。 
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 個人的な意見としては、大学の分校キャンパスとか病院とか、そういうもんに向いてる

場所じゃないか。病院というのは、社会医療センターがいまあるんですけれども、もうち

ょっとしっかりした病院がほしいなと思ってまして、そういうものをつくることが、医療

扶助の適正化みたいな意味でも、重要じゃないかなと。ただ、病院があいりん地域のコア

の部分にある必然性はあまりない。ちょっと外れると一般の患者さんも来るだろう、救急

もできるだろうということで、病院に使えるんではないかなと。 

 大学も、社会問題系のキャンパスをつくったらいいんじゃないかな。これは教育の会合

の時に議論すると思いますけれど、尐しコアからは離れたほうがいい。病院と大学の両方

をつくっても、まだ、ちょっと余るくらいのスペースはあるとは思います。 

 一方、新今宮駅の北側の土地に屋台をつくると、人の動きが面白くないような気がしま

す。堺筋というのは、私はそれなりに面白い、使えれば面白い。あるいは堺筋じゃなくて、

この道路は何ていうんですかね。新今宮駅前の東西の道路は。そこにも夜のスペースはあ

るといえばあるように思います。 

○委員 補足的な。まちの人が言っておられる提案というのは、僕はそういうのを言う立

場だと思いますので、やっぱりセンターの跡地についても、議論があって、駅前の開発と

いうのは、もうかなり前から研究会の構想案でも出ているんです。どうしていこうかと、

関西空港があって、いろんな人がそこで乗り降りして、そこの開発に伴ってやっぱりまち

を変える１つのきっかけになる、起爆剤になるじゃないかという期待を持っておられる方

もいると。ただ、そのときの案は幾つか出てました。その１つはやはり、このまちにある

やっぱり問題を解決するための拠点みたいなものをやっぱり当然出てて、例えば、結核関

連の病院という、市大があるんですけれども、ここに国際的なそういう専門病院っていう

んですかね、そういうものをつくってはどうかという案とか、それから、バスターミナル

の案があったんですけれども、南のほうがいいという話ですね。北にできると、また、南

がほってかれるみたいな、そういう話もありましたし、それから、今、大学の話も言われ

てましたけれども、ですから、ぜひ、この間お見せした案の中で、提案がいろいろ出てま

すので、それを受けて、できそうかどうかというような議論もちょっと、進めていただけ

ればなというふうに思います。 

○松村委員 ターミナルにほしいもの、想定されるものは、いっぱい言うていいですよね。

ターミナルにできるスペースの中に何が入るかという、スペースの問題があるんで、それ

を整理していくのが一番常識的な話です。別にフードコートも全部要らんし、バスもそん
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なに大きなところは要らんかもわからへん。ただし、ＯＣＡＴが失敗するのは、わかりま

すわ。あそこまで移動するのは大変ですよ。あんなとこつくって、まともに採算とれる思

ったところが問題です。新今宮の場合は、関空直結ですし、隣に宿泊拠点あるから、

OCATとは意味が違うような気がします。宿泊拠点の横にあるというのは、大きいですよ。 

○委員 ここは座談会の場なので、特に深く考えてなくても、ここでちょっと思いついた

ことを言ってみようかなと思うんですけど。その屋台なんですけど、松村さんもちょっと

言ってましたけれども、私は２つあってもいいんじゃないかと。２つできるんじゃないか

なと思うんですよ。というのは、１つは堺筋のそれは非常に魅力があって、外国人宿に隣

接してますので、欧米人が来るとどうなるか。これはもう、中央区のミナミでも証明され

ているんですけど。私はブリティッシュ・パブによく行く時期がありましたから。欧米人

が来るということは、日本の若い子たちが来るんですよ。まず女の子たちが来るんです。

女の子たちが来ると、そこに必ず男たちがまた追いかけてくるんですよ。ですから、そこ

には独特の外国人と若者が融合する文化ができそうな気がしますね。そういう意味では、

扱う商品もまたちょっと違うでしょうけど、そういう意味では、そのエリアは非常におも

しろいなと思います。 

 ただ、じゃ、そこに釜ヶ崎のおもしろさというか、よさを表現するようなものになるの

かどうかというと、ちょっとずれるかもしれないなとも思うんですよね。 

 というのは、釜ヶ崎のおもしろさというのはそれこそ、予想もつかない出来事に展開し

ていくということ。そこら辺の創造性はすごい。生活ニーズに基づいたものですけれども、

淀川の鰻持ってきたりとか、シジミ持ってきたりとかも含めて。だから、別なものができ

ていくんじゃないか。そして、それはつくったほうがいいんじゃないかと思うんです。一

番目の、堺筋なら堺筋でちゃんとコントロールされてやってることに見習って、２つ目の

そこもちゃんとルールをつくって、それが上手に運営されていけばいいわけですから。両

方に対して、ニーズがあると思いますし、だから、堺筋でそういうのをまずはやってみれ

ばいいと思いますね。 

 あと、どうしても必要なのはやっぱり、もう何回も出てますけど、こういう席に警察の

方が見えて、協力していく体制についても一緒に話し合っていくことがどうしても必要じ

ゃないかなというのを改めて思います。 

○松村委員 実はちょうど、この堺筋で想定しているのは100メートルなんですよ、私が

想定しているの。100メートルなんで、できんこと言うているんやなくて、ほんまにでき
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そうなこと言っているところがあります。この100メートルは、薬物売買の取り締まりの

象徴的なところとしても位置付けられます。加えて、その堺筋を街路として活用するとい

うのは、今まで日本ではない潮流なんで、それでいうと特区らしいかなという気がするん

ですけど、既存の道路を活用してますよ、街路として活用してますよという、それを対外

的にも発信できて、成功すれば、成功事例にもなります。100メートルの幅で、例えば、

５メートル幅とすると、20店舗で20掛ける２で40としても、比較的スモールマネーで起

業したいという意欲的な若者が、ここに全国から集まってもらって、この地域の枠をつく

って集まってもいいんですけれども、そうした感じのものができて、それがうまいこと成

り立てば、絶対、発信力になりますよ。 

 私が思っているのは、ナイトマーケットが観光振興にも役に立つし、そのナイトマーケ

ットが線として、この線沿いを立地誘導するんやったら、それが観光振興や集客の起爆剤

にもなるわけです。屋台街ができたら、この線沿いにホテルがたくさんあって、福祉マン

ション化しかけているとこもあるんですけれども、それがもう一遍ホテルのほうへ戻って

きてくれるという感覚も持っています。だから、象徴的になるんかなという気で提案して

います。 

○委員 屋台村の話には基本的に私も賛成というか、おもしろいなと思っています。しか

し、ちょっと気になるのは、外国の観光客、日本の観光客も今後も増えるという予測は多

分当たっていると思うんですが、今後、人が増えると、人のその求めるニーズも多様化す

ると思うんですよね。そういう意味で、一方でこういう屋台系のフードも大事だと思うん

ですが、他方で、もう尐し価格が上くらいのものとか、多様性のようなものも、どこかに

組み込んでいくような仕組みが要るかなと思うんですけれども。 

 山王１丁目、２丁目あたりにエコミュージアムですか、基本的にここは日本の伝統的な

住宅街のような形で残そうということだと思うんですけれども、それはそれでいいとして

も、住む場所と商業的なものをワンランク上くらいのものとして位置づけて開発していく

ことでやったほうがいいと思います。それと、一方で、実際この地域の長屋の居住水準の

問題とか、防災の話もあったと思うんですけれども、その辺の改善等とセットにしながら、

今言ったような形での開発を組み込んでいくのがよいのかなと思ったんですけど。 

それともう一つ、関空からのアクセスがいいという話でターミナルの話がありましたが、

一方で天王寺も実はそういうことで今機能しているし、でかいビルも建っていて、そこと

の差別化をどう図るかということが必要だと思います。天王寺との一体的発展という観点
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と合わせて、差別化という観点も必要だと思います。このところの説明が十分なかったと

思うので、その辺をお聞きしたいなと思ったんですけれども。 

○松村委員 差別化と言うよりも、私は一体化ですよね、もう何か、天王寺あべのからミ

ナミにかけての地域は一緒でええんちゃうかなという感覚があります。先ほどから言うて

るみたいに、すごく近いんですよ。歩いて10分から30分なんですよ。もしＬＲＴが通っ

たら、多分すごく近い距離になって、すごく遠いという印象を持たれている皆さんは、お

そらく驚かれると思います。私のように地理学を学ぶ人間からすると、感覚的にこの地域

はとても狭い、ここからここまでがほんの700メートルですよ。 

○委員 いや、近いんですが、間が暗いんですよ。間が何もないんですよね。 

○松村委員 無策ですね。無策です。本当に。でも、ハルカスができたら、灯台のように

ハルカスの明かりで、多分たどり着けるような気はします。もう一度確認したいのですが、

天王寺あべのからミナミにかけての地域は、天安門、故宮博物館、前門という地域とほぼ

同じなんです。この地域は普通に歩きますからね。この空間スケールを皆さんは理解され

ていないから、問題なんです。海外から来ているバックパッカーに限らず、普通の旅行者

やったら、通天閣からなんばまでは皆歩きはりますよ。単に移動するために地下鉄に乗っ

てお金を払うんはあほらしいって、歩く人の方が多いんで、それが普通の感覚です。歩く

途中のところにおもしろいもんがいっぱいちりばめられていたら、むしろ歩くことは苦痛

ではなく楽しみに変わります。それと、決定的に新今宮と天王寺が違うのは、やっぱり関

空とつながる南海電鉄の存在が大きいですね。南海が関空と直結していて、宿泊施設の集

積地点が近くにあるというのが、これはもう２大強みですよね。 

○委員 国際化とか、観光化に伴う20年後のこのまちの姿を考える時、例えば萩之茶屋

地域、あいりん地域にとっては、その影響を受けながら、どう変わっていっているような

イメージですか。例えばこの提案をまちの人に伝える場合に、国際観光化によってこう変

わるよ、というときにどのように伝えたらいいでしょうか。 

○松村委員 まず１つ、今まで労働者がたくさん来てて、僕は商店街をイメージしている

んですけれども、労働者向けの商店やったんですよね。それが、労働者がいなくなって、

生活保護になって、お客さん減った。次来るのが、外国人か国内の観光客、それに向けた

やっぱり対応していって生き延びようとするなら。 

○委員 つまり、住まいというか、定住ではないかもしれない。 

○松村委員 旅行者ということに関すると、定住ではないですね。定住ではない。それを
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できたら、太子１丁目とその周辺でゾーニングして、その辺の集まってもらうという感覚

ですね。住まわれるところは、もっとほかにつくるべきですよ。山王１丁目、２丁目には、

既に住んでいらっしゃる方もいてるんで。 

 今あるものをつぶしてやりかえるというのは、やっぱり大変なんですね。山王１丁目、

２丁目なんかでも。そうした跡地にだれかが入るかというと、私のイメージではＱ’ｓＭ

ＡＬＬができるまでのぐだぐだが、頭の中に浮かぶんです。もう何十年も昭和48年から

ずっと止まっていたＱ’ｓＭＡＬＬ、今ようやくできたから、ええなあという話になりま

すけれども、いったい何年かかってんねんという話ですよね。それでいうと、山王１丁目、

２丁目でそういう動きをすると多分大変やし、理解も得にくい。そうすると、堺筋なんか、

道路をとめるだけやから、関係各所が了解してくれればいけそうな感じがするんで、何か、

白地図にぱっと新しい絵を書けるようなイメージがあります。 

○山田理事長 天王寺と今、あいりん地区いうか、西成とどう差別化とかいうような話な

んですけれども、一番違いは価格、値段なんですよね。今、ハルカスが呼んでこようとし

ているマンダリンホテル、これは１泊３万円を目指してる。その１けた違う3,000円が西

成区ということで、これ以上強い武器はないんですよ。３万円で泊まるのと3,000円で泊

まる、どっち泊まるんや、寝るだけやったら、どっちやねんというような話になると、絶

対西成区は負けない。これは強いですよ。特に、萩之茶屋地区はこれから1,000円、

1,500円で泊めようとすりゃ、これは強い。太子地区から見ると、萩之茶屋地区は非常な

競争力を持った地域と、こういうふうに考えておる。 

 ただ、食べ物でも同じように、ウナギが2,500円、3,000円するのと、1,000円でする

のと、そら価格は違う、値段が違う、競争力がそこで違ってくるというふうな考え方がで

きるんじゃないかなとこう思います。 

○委員 今の理事長のお言葉、1,500円とか3,000円という、もう競争力を持てるという

前提にやはり、極めて高密に人が利用できる構造になっているまちが、この今見せてるあ

いりん地域であるということ。しかも、都市計画のゾーニングはすべて商業地域という、

容積率何％ですかね、最高は600ということですごい。特別にこういう密集市街地も抱え

てもこんな形で商業施設に指定されているんですが、特区を今後進めていくときに、狭小

な地域にコンパクトにいろんなものを詰め込むということをどう売りにするのか、いや、

それは防災の問題とか、いろんな問題がやはりもうちょっと緩和していくのか、私はどっ

かで議論していただきたいなと思っています。 
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 萩之茶屋２丁目というのは、実は、人口密度が９万1,000人なんですね。９万1,000人

ってなかなか想像しにくいかと思いますが、日本で一番人口密度が高い区は東京の中野区、

２万1,000人、西成区は全国で９位の２万700人くらいで、２万人台くらいというのが、

一番稠密な人口密集地区なんです。香港の一番すごいところは６万、７万という密度です

ので、萩之茶屋２丁目というのは、９万で断トツに今、すごい高密度なんですね。それを

可能にしているのが、さっきの簡易宿所の4.86平米7、これ３畳という基準ですね。今、

いろんな狭隘な住空間をどう使っていくかということで、今、生活保護の問題とかもかか

わっているんですけども、基本的に今、4.86というベースが１つの生活保護の方々の中

間ハウジンである無料低額宿泊所は、居住基準としてたしかその辺のベースで議論されて

ます。１つ知ってほしいのは、これ、4.86というのが、果たしてどういう水準かという

ことを、西成区として、この問題は特にコンセンサスとして、それを生かそうとするのか、

それに規制をかけるのかということに関しては、コンセンサスを得たいなあと思ってます。 

 その次の基準は4.5畳の、これは7.42平米ですかね、そんな基準があって、4.5畳、そ

れから、高齢者１人当たりの最低居住水準というたら15平米なんですね。この15平米と

いうやつはベランダとか、いろいろ込みでやっていますけれども、この7.4平米か15平米

という形で、いろんな居住の最低面積の問題とか、この簡宿の利用の問題が語られる。僕

はどっちかいうと、やはり、狭いことを生かしたまちづくりというのをベースとして、あ

るいは売りとして考えていきたい。ただ、この狭いことに関していろんな問題がずっと言

われ続けているので、簡宿というのはそういう意味では、居住の極限形態を１つは今のよ

うな形で有効利用されている。また福祉アパートというのも、そういう形でその３畳の狭

さを補う共用トイレとか、便所とか、共同浴場とか、いうことでカバーしているとか、な

ので、この辺どっかで９万人という人口密度を一体どこまで下げるのかというあたり、売

りにもしていくというあたりの着地点を考えていくということが必要かと思います。 

 それに関しますともう１点いいますと、さっきのエコミュージアムという、山王１丁目、

２丁目等々、太子もそうなんですけれども、非戦災地域が結構広がっていますが、基本的

にここの防災の問題等々考えて、新築という形での市街地更新というのが非常に難しいで

すよね。もう接道が４メートルないとか、そういうのがざらにあります。またしばらくは

あべの的な巨大再開発方式をとれない限り、これやろうと思ったら、30年、40年かかっ

て、とてもコンセンサス得られるところないので、しばらくはこの修復型、改築で内部空

間をうまいこと、改築しながら、いろんな用途に使っていくという、市街地修復型の再生
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をすすめてゆくというコンセンサスも要るのかなと思います。西成区全体、特に北西地区

のほうの密集市街地が、密集市街地改造のいろんな助成とかでやりかけているんだけれど

も、なかなか成功しなくて、前に進まないところがあって、また密集市街地クリアランス

しかけてて、結局とまってしまっているという、ちょっと金の無駄づかいみたいなところ

あったと思います。基本的には山王のほうの密集市街地というのは、この北西地区と同じ

問題も抱えつつ、取っ払うことができないけれども、しかし、なくすこともなかなかでき

ないと、なると、修復プラス人の支援というのを加えた、あるいは、外から人を呼んで、

人が入ってくるという形での、まちづくりというのがベターなんかなと思ってます。 

 あと、最後１点ですけれども、国際集客に関していいますと、私、松村さんとか、山田

さん等々もお世話になって、もうここ六、七年、大学におりますので、国際学会で来る著

名な教授たちにも泊まっていただいているんですね。実に好評です。２万円、３万円、い

ろんな高級ホテル泊まって、その次、西成行ったら、もうこっちがいいから向こうの２万

円のホテル要らんから3,000円でええという方が結構おられるんですね。こちらのフロン

トの雰囲気とか、地域の地べた感が気に入られてます。 

 そういう方々が、本来は、都市問題に関心の高い研究者が多いのでそういう関心がある

んかもしれませんけれども、台湾に帰られたり、タイに帰られたり、アメリカに帰られた

り、オランダに帰られたりして、西成ということを、正しく都市問題の観点からとらえ、

グローバルに伝えてくれるんですよね。 

 だから、そういう外国の方というのは、西成での学びの体験を自分の言葉でそれぞれの

とこに、自分の体験をうまいこと、伝書バトのように知らせていってくれるので、そのあ

と、泊まったホテルのきれいなアコモデーションと、いい何か受け取り方をしていただい

たら、それがまた、口づてでちゃんと海外に伝わっていくということもあると思うので、

そういう交流人口の持つ、国際的な交流人口の持つポテンシャルというのはすごく高いと

思います。 

 ですから、そういう形で大学の誘致とか、いろいろありますけれども、いろいろな大阪

を知っていただくためにも、そういう方々の誘致というのは非常に重要かなというふうに

思いました。 

○鈴木座長 ほかにいかがでしょうか。 

 全体を通してでもそうですので。 

○委員 今、水内委員から発言のあった、海外から来るというところの話と、学生さんが
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釜ヶ崎へ来たいと言われたときに私も紹介しています。また、いろんな場所の案内しなが

らですけれども、案内するというたら、夜は新世界のしかないんですよね。その中で、松

村委員が言っていたように、釜ヶ崎の横の堺筋、夜の屋台という発想は全く、今日、ああ、

そういうことができるのか。もし実現したらというようなイメージができました。国内で

も、30万人の方、太子に来られている。それやっぱり発信力があったということですね。

釜ヶ崎っていうか、西成に行っても、大丈夫。そういうのをもっともっと、積極的にアピ

ールする必要性がある。他市のことですが、豊中市の庄内で庄内バルが開催されています。

きちっと、地域がいろいろなところから組んで、やっぱり宣伝やっていくというか、そう

いうのを釜ヶ崎というか、西成というところで、行っていくという事も１つの手段かなと

思って、考えていました。 

○松村委員 先ほど水内先生から出た、山王１丁目、２丁目を、今住んでいる空間を保全

というか、てこ入れしながらやっていく、その辺で聞きたいんですけれども。うまいこと、

まちづくりでそれを生かして、何かモデルみたいなつくれませんかね。ああいう、密集老

朽化長屋街をこういうふうに改善していくんやというモデルを、何か都市計画のほうから。 

○委員 実は大阪市さんはそういう実践を空堀や中崎町などにおいていろんな実践事例は

増えてきていると思います。空堀の場合、マイルドホープゾーンということでやってます。

この地域でも、マイルドホープゾーンとしてやってもいいかもわかりませんね。長屋の耐

震補強するのにかなりの費用がかかることがあります。また、補助金が使える技術メニュ

ーが決められているんですね。 

 また、補強する案もあれば、補強ではなく、命を守るというユニットを入れるという案

もあるなど多様な手法も検討可能です。この点については、この地域でもかなり可能性は

あるんじゃないかなと思います。使いながら改修とか、修復型のまちづくりを推進すると

いうのは、実はおもしろい展開だと感じているところです。 

○松村委員 その点を山王１丁目、２丁目あたりで、うまいこと組んで。 

○委員 そうですね。 

○松村委員 その実績を何かいろんな人に見てもらって、住んでいる空間を見ながらうま

いこといっていますよ、こういうふうになっていますよというのを見てもらう。日本は自

然災害多い国で、昔こういう歴史の一時期にこういう住宅がたくさん建ち並んで、立ち行

かなくなってねんけども、こういうフレックスな対応方法もありますよという見せ方も、

十分成り立つと思うんです。 
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○委員 たまたま今、豊中でかかわらせていただいているプロジェクトは、文化住宅の空

き家を使った「コレクティブハウジング」に改修する事業ですけれども、ここでは空き家

にＤＶを受けた母子家庭や福島からの避難者がお住まいになっています。仕組みとしては、

空き家の何戸かを提供すると共に、その内１戸を共用サロンとして活用するもので、そこ

に生活支援を担うパーソナルサポート機能を組み込んで居住者をケアするストック活用で

す。この地域にはまさにいろんなストックがありますから、そのストックのマネジメント

ができれば、この地域発信型のおもしろい事例がいっぱい出てくるんじゃないかなと思い

ますね。 

○委員 つまらないことを言いますけども、私はさらにこういうこと考えるときがあるん

ですよ。30年後だとします。例えば。かつてここに釜ヶ崎という世界が、労働者ワール

ドがあったと。日雇い労働者が全国から集まり、仕事を求め、いろいろ苦しみもし、人々

はそこで一生懸命いろんな改善のために努力をしたというような、そういう姿というのは

残さなきゃいけないと私は思っているんですよ。そこまで想定して、今の例えば、外観で

すよ、中身はいろいろ変えていかなきゃいけないですけれども、例えば、簡易宿泊所にし

ろ、そういったその当時を残すようなものの外観は、その30年先を見越して、上手に残

しながら、状況を変えていくというような。だから、密集市街地だけの問題じゃなくて、

典型的な萩之茶屋の１丁目、２丁目のあたりの風景というのも、逆にそれは学びの対象に

なっていくのかもしれないので、そういうことも考えるときがあります。 

 だって、こういう釜ヶ崎というものができて、1904年にあの辺に４軒の簡易宿泊所が

あって、100余年の時を経て、今、それこそ釜ヶ崎って名前も消えていくかもしれないよ

うな１つの歴史的な転換点にあって、そのことの意味というものを、やっぱり、目に見え

る形で残して、それを基盤にして、その次の展開としての今の世界があるんだよと将来は

言われるように、今のかたちもいくらか残したいという気がしてしょうがないんですけれ

ど。 

○委員 私もちょっと、暴走しますけれども、西成区さんの企画しているイメージアップ

計画のことなんですけれども、やっぱり、まちの歴史とか、系譜をきちっと伝えていって、

今、西成区の置かれている状況を理解しつつ、また、ポジティブに売り出していきたいな

ということを計画されていると思うんですよね。西成区というのは、そういう点では大阪

で一番とか、日本で一って幾つか釜ヶ崎以外にも持ってます。 

 実は、この天下茶屋のこのまさしくこの区役所の建ってる場所は何が日本一かというと、
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ここはもともとロシア人の収容所があったところで、かなり広大な収容所だったんですね。

それを払い下げするときに、今の今宮村の人たちが考えて、耕地整理をしようということ

で、割と四角な、この位置ができたわけですよね。そのとき、松とか、梅南とか、橘とか、

そんないろいろ佳名をつけて、まちづくりしていったのが、明治40年なんですね。公地

整理型の宅地開発では物すごく古いところで、都市計画の走りみたいなところなんですね。

日本一とちがって、日本で最初ってやつですね。 

 それが災いして、都市計画に基づかないかなり狭い街路になっちゃって、１区画100メ

ートルで区切ったものやから、ものすごく路地型の街区ができてしまったんです。都市計

画の歴史の中で、明治30年にたった700人のムラが25年後に７万人の街に急成長するとい

う、これもまた、日本一の人口増加率。大正14年に、100倍に人口増加したという、すご

い、移民のるつぼというか、そういうところなんです。 

 今、山王１丁目というのは、その次にできた天王寺の耕地整理で大正４年、飛田の遊郭

とちょっと前に耕地整理でつくったこの由緒ある天王寺耕地整理組合が整備した地区なん

ですね。ですから、そういう意味で、大阪の都市計画の系譜みたいなものを持ちつつ、そ

れが都市問題と同時に歩んできたという系譜があり、これもやっぱりきちっと学んでいく

という仕掛けを入れると、このエコミュージアム構想とかが非常に生きてくるのちゃうか

なというふうに思ってます。 

 今日は余り議論出てませんでしたけれども、チンチン電車というのも、非常にいい既存

の資源があって、しかも、上町線のほうが恵美須町まで伸びて、すぐそこの太子の交差点

の北までくるという、新世界突っ切って恵美須町行くなんて案も出てますから、このＬＲ

Ｔというか、路面電車も使わない手はないです。 

 堺市はかなり熱心で、堺市長も寄附も始めて結構熱心にしてますけれども、せっかく、 

新しい低床電車を大阪市内、ちょっと、下、底すって走られへんていうようなことがあっ

て、なかなか入ってこないといわれてますけれども、こういう路面電車というのもまちと

ともにできたものですから、そういう意味で、都市の歴史というのはきっちりと見られる

ところなので、そういう仕掛けさえあれば、すごい学びの対象となる。歴史の道とか、い

ろいろ考えられてますけれども、そういう都市問題もわかるというような形でまちづくり

を学ぶことができると、こういうのもできていったらいいんじゃないかなというふうに思

います。 

○松村委員 水内先生とよくまち歩きして、私は思うんですけれども、一般の観光客がそ
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こまで深いところは見ないんですよね。ただし、深いところまで見たい研究者もたくさん

いてるんです。でも、一般の普通の観光客、外国から来た観光客でも、実はこの辺の話っ

て、見ててやっぱりおもしろがりはるんですよね。何かというと、風景が今まで自分の国

にない風景が連なっているんで、それで、十分見て耐えれるんですよ。郊外型の住宅なん

かだったら、それは無理なんですけど、わくわくするまちなんですよね。そういう意味で

いうと。だから、その難しい説明を抜きにしてでも、何か絶滅危惧風景っていうんですか、

そういう形で残っているところが十分通用するところなんで、だから、私は、残して、う

まいこと保全して使える方向へ持っていったほうがいいというんです。 

 簡宿でもそうですよね。ああいうホテルの形態というのは、海外に余りありません。昔

ながらの簡宿というのは、やっぱり靴を脱いで上がるみたいな、それが外国人旅行者にと

ってはある種の観光資源ともなり得るんです。それが、成り立つ大きな要因は何かという

と、やっぱりここが滞在型の宿泊拠点であるということですよね。これが、日本にパック

ツアーで１週間や、２週間来てすぐ帰ってしまう人やったら、絶対にそんな関心何て生ま

れません。ただし、インとアウトだけが決まっていて、その間は自由に歩き回れる、時間

的に余裕がある旅人がおると、そういうところまで目がいくんで、十分成り立つ話になし

ます。この現象は、逆にいうと、ここでしか成り立ちません。私の感覚でいうと、いろん

なところで呼ばれて、国際観光振興できないかという話をするんですけれども、大体無理、

無理としかいいようがない。あいりん地区には色々な条件が整っているので、ここならば

外国からも旅行者くるけれども、ほかでこれを誘致しようと思っても、けえへん、誰がく

るねんという思いがあります。それができるからこそ、私はこの地域に可能性を感じてる

し、かつ重要やと思っているんです。 

○鈴木座長 そろそろ、お時間が近づいてまいりました。それで、最後に非常に今回、大

胆な案で大胆かつ、非常に詰められた案をおっしゃっていただいて、私もわくわくして、

大変希望の持てるお話だったんですが、どうしても、この場の議論はバランスをとろうと

いたします。ですから、いろいろ意見もあったと思うんですが、決して、否定的な見方で

はなかったというふうに私は最後に思います。 

 それで、幾つか注意しなきゃいけないなと思ったのは、この議論は割とフリーハンドで

自由でやっておりますので、今回はこの立地でここを使ってこうしたいみたいな話がばん

と出るわけですけれども、それで別に合意とっているわけじゃありませんので、そうじゃ

ないと、先にしゃべったもの勝ちになっちゃいますので、そういうことは全然考えてなく
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て、ファースト・ベストと経済学ではいいますけれども、まず、第１案として、これが一

番だというのは、全体のバランスをとって一番だというんじゃなくて、このテーマについ

ては、ここはこれを使うのが一番だという観点で、話を今回していただいたと思います。 

 これは毎回違うテーマで、この北側の新今宮の北のところは私は病院にすべきだという

話があってもおかしくないし、大学だという議論もあってもおかしくないし、それぞれ毎

回、ファースト・ベストでお話をすればいいんじゃないかというふうに今日聞きながら思

っていて、また、それを全体としてどうするかという話はまた最後にまとめる段階でいた

しましょう。つまり、そのときに、２本も３本も案があっても多分いいと思うんですが、

もちろん、余り地元の議論と乖離するのも全くこれは望むところではありませんけれども、

でも、そのある程度自由に議論をしないと、常に制約をもって考えると、案がほとんど今

あるものから新しいもの出てきませんので、だから、割と自由で議論をさせてくれ、ただ、

それで、縛られているわけではないというふうなコンセンサスで、これからの議論をして

いって、最後にいろんな個別テーマで重なる部分がいっぱい出てきますので、それをどう

するかという議論は最後のほうで全体をまとめてという話を、つまり、前回のありむら委

員の議論でいうと、大きな話をして、個別のテーマをして、もう１回大きなところに戻っ

てこようというところで、その全体として何をどこに置くみたいな話も尐し具体的にして

いければなと、だから、ある程度話を今日、多分、ご覧になっていて何こいつら勝手な議

論をしてんねんというふうに思われた人が、かなりいらっしゃるんじゃないかと思います

けれども、わざと勝手な議論をして、尐しかき混ぜるというか、こういうことをしないと、

常に制約をもって議論をしていたら、新しい議論できませんので、そういう意味で今回は

フリーハンドの議論をしたということで、また、それがちゃんと着地するというか、地に

足着く議論はまた、これからやっていきますので、どうかそういう目で見ていただければ

なというふうに思います。 

 それでは、今日は大変長時間の間を大変密度の高い議論をしていただきまして、どうも

ありがとうございました。それから、傍聴していただいた皆さんも、これだけ遅い時間ま

でつき合っていただきまして、どうもありがとうございました。 

 それでは、これで終わりたいと思います。 

○柴生課長 どうもありがとうございました。長時間ありがとうございました。 

 本日はこれで終了でございます。次回、第４回目でございますけれども、７月20日の

金曜日、時間としましては、午後６時から開催の予定でございます。また、ご来場いただ
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きます際にはよろしくお願いいたします。 

 本日は、どうもありがとうございました。お疲れさまでした。 


